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市制10周年記念ロゴマーク市制10周年記念ロゴマーク市制10周年記念ロゴマーク

民俗資料館「夜明け前」で豆まき 市政功労者表彰市政功労者表彰市政功労者表彰市政功労者表彰市政功労者表彰市政功労者表彰



　

１
月
８
日
㈮
に
「
下
野
市
市
政
功
労
者

表
彰
式
」
を
グ
リ
ム
の
森
・
グ
リ
ム
の
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
下
野
市
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
地
方
自
治
、
教
育
、
文
化
、
社
会

そ
の
他
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
市
及
び
地

域
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
特

に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
方
を
表
彰

し
、
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
37
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

<

自
治
会
長>

　

倉
井　

賢
一　
　
　

岩
永　

博
美

<

陸
砂
利
監
視
員>

　

猪
瀨　

利
夫

【
一
般
表
彰
】

<

私
財
寄
付>

　

伊
沢　

一
郎　
　
　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｃ

　

１
名
（
匿
名
希
望
）

【
市
民
賞
】

<

ス
ポ
ー
ツ
表
彰>

　

石
田　

恭
賀　
　
　

嶋
田　

和
也

　

堀　

智
耶　
　
　
　

菊
池　

翔
太
郎

　

藤
沼　

貴
大　
　
　

木
下　

歩

　

鎌
田　

英
治　
　
　

小
島　

知
士

<

文
化
活
動
表
彰>

　

田
口　

昂
征

　

表
彰
の
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

<　

>

内
は
表
彰
理
由
。
敬
称
略
・
順
不
同
。

【
功
労
表
彰
】

<

農
業
委
員>

　

吉
田　

力
雄

<

土
地
区
画
整
理
事
業
評
価
員>

吉
澤　

光
三

<

土
地
改
良
区
理
事
長>

　

若
松　

紀
久
夫　
　

髙
野　

忠
光

　

大
越　

秀
敏

<

消
防
団
員>

　

海
老
原　

直
久　
　

鈴
木　

知
栄

　

大
橋　

正
人　
　
　

上
野　

登

　

渡
辺　

敏
史　
　
　

保
澤　

克
之

　

大
山　

栄
幸　
　
　

舘　

博
之

　

野
澤　

剛
士　
　
　

小
林　

宣
孔

　

高
﨑　

泰
司　
　
　

吉
田　

充

　

熊
倉　

康
幸　
　
　

松
下　

新
一

　

橋
本　

剛　
　
　
　

直
井　

一
浩

　

稲
葉　

豊

市
政
功
労
者
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
27
年
度

■過去５年間の表彰状況

年度 市民
栄誉賞 功労 一般 市民賞

22 該当なし 19名 ２名 ６名
23 該当なし 10名 １名 12名
24 １名 13名 １名 11名
25 該当なし 34名 ２名 ５名
26 該当なし 25名 ２名･１団体 ４名

平成27年度　市政功労者表彰式を開催

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

２
月
３
日
は
節
分
で
す
が
、
こ
の
日
に
食
べ
る
太
巻
き
を
な
ん
と
言
う
で
し
ょ
う
？

問
１

下野市福祉事務所長表彰を
受賞されました

Pepper特命課長活動報告
 ペッパーが小中学校を訪問！

下野市歌が完成しました

「下野市シティプロモーション特命課長」のペッ
パーが市内小中学校を訪れ子どもたちと触れ合いま
した。
ペッパーと職員が、市の取り組む地方創生事業と
ペッパー導入のねらいについて説明しました。また、
代表の児童がペッパーのアプリを体験し、その滑ら
かな動きとユーモアのある会話に、驚きと笑いの声
があがりました。
ペッパーは２月までに市内すべての小中学校を訪
問する予定です。

11月30日に開催された、「しもつけふくしフェス
タ」のオープニングセレモニー時にゆうゆう館特設
ステージで、第11回栃木県障害者スポーツ大会の各
競技において優勝された３名の方が他の模範となる
功績のあった方として表彰があり、「下野市福祉事
務所長表彰」を受賞されました。
今後も益々のご活躍を期待しております。おめで
とうございました。
受彰者（敬称略）
■100ｍ（肢体・男子）　上野 敏夫
■フライングディスク（５ｍ）　舘野 友枝
■卓球（聴覚・男子）　藤沼 貴大

下野市では、市制施行10周年を迎え準備を進めていた下野市歌を１月10日に制定しました。下野市市歌制定
委員会を設置し、小中学生による市歌の歌詞・曲のイメージ、盛り込みたいフレーズ等のアンケートの結果を
もとに歌詞の公募を行い、102作品の中から保岡直樹氏の作
品を選定しました。また、市内在住の作曲家 矢内弘子氏に
依頼し、親しみやすい、歌いやすい曲が完成しました。11
月には、市民合唱団によるCDの収録が行われ、65名の方に
参加していただきました。

下
野
市
の
歌

み
ど
り
の
風か

ぜ

に　

夢ゆ
め

の
せ
て

う
ぐ
い
す
明あ

か

る
く　

春は
る

を
呼よ

ぶ

な
が
れ
清き

よ

ら
か　

姿
す
が
た
が
わ川

四し

き季
を
彩

い
ろ
ど

る　

恵め
ぐ

み
の
大だ

い

ち地

い
の
ち
燦き

ら

め
く　

下し
も
つ
け野
は

豊ゆ
た

か
な
自し

ぜ

ん然
が　

生い

き
る
ま
ち

歴れ
き
し史
の
息い
ぶ
き吹　

抱だ

き
し
め
て

た
ず
ね
る
街か

い
ど
う道　

一い
ち
り
づ
か

里
塚

花は
な

は
夕ゆ
う
が
お顔　

咲さ

き
香か
お

り

憩い
こ

う
人ひ
と

の
和わ　

や
さ
し
い
笑え
が
お顔

心こ
こ
ろや
す
ら
ぐ　

下し
も
つ
け野
は

希き
ぼ
う望
と
元げ
ん
き気
が　

満み

ち
る
ま
ち

気け
だ
か高
き
空そ
ら

を　

仰あ
お

ぎ
み
て

伸の

び
ゆ
く
ケ
ヤ
キ
の　

た
く
ま
し
さ

医い
り
ょ
う
ふ
く
し

療
福
祉
の　

灯ひ

を
と
も
し

築き
ず

く
し
あ
わ
せ　

新あ
ら

た
な
文ぶ
ん
か化

力
ち
か
ら

を
あ
わ
せ
て　

下し
も
つ
け野
は

輝
か
が
や

く
未み
ら
い来
へ　

翔か

け
る
ま
ち
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
恵
方
巻
き　

今
月
の
表
紙
は
、
下
野
市
の
特
産
か
ん
ぴ
ょ
う
入
り
の
恵
方
巻
き
で
す
。

ダイアパレス自主防災会が11月28日に、グリーン
タウンコミニュニティセンターにおいて、ＮＰＯ法
人栃木防災士会の指導によるＨＵＧ（避難所運営訓
練）体験を実施しました。
ＨＵＧとは、Ｈ（避難所）、Ｕ（運営）、Ｇ（ゲー

ム）の頭文字を取ったもので、英語で「抱きしめる」
という意味であり、避難者を優しく受け入れる避難
所のイメージと重ね合わせて名付けられました。
被災時に一度に大勢の避難者が集まる学校の避

難所を想定し、避難
者情報が記載されて
いるカードを、迅速
かつ適切に避難所の
各部屋へ振り分ける
ゲームを行いました。

消防団協力事業者

ダイアパレス自主防災会
ＨＵＧ体験を実施模擬災害体験を実施

緑3丁目北自主防災会

緑３丁目北自主防災会が12月12日に、東京都墨田
区にある東京消防庁本所防災館へ視察研修を行いま
した。
都市型水害コーナーでは、局地的集中豪雨により
地下室のドアや自動車が浸水して水圧がかかってい
るドアを開く水圧ドア体験を行いました。
また、暴風雨体験コーナーでは、風速30メートル・

時間雨量30ミリの暴風
雨の体験を行いました。
模擬災害を体験する
ことで、もしもの時に
も慌てずに行動するこ
とができるようにする
ことが大切です。

12月24日、従業員に消防団活動への配慮や入団促進を行ったり、災害時に事業所の資機材を提供したりする
など、下野市消防団の活動に対し積極的に協力している３つの事業所等に、「下野市消防団協力事業所表示証」
を交付しました。
これにより事業所等が地域への社会貢献を果たしていると広く認めら
れるとともに、協力により地域防災力のより一層の充実を図ります。

■表示証交付事業所
　・菓子処金子　・三栄興業株式会社　・コウエイ工業株式会社
■問い合わせ先　　安全安心課　☎（40）5555

伊沢ナツさん（大正４年11月生）が百歳を迎えられ、
市長から祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
伊沢さんは、お手玉を作ったり、したりすることが
得意だそうです。また、毎週土曜日にはゆうゆう館の
お風呂に行き、お友達と楽しく過ごされているそうで
す。食事はよく食
べられ、肉と刺身
が好きと話されて
いました。
いつまでもお元
気でお過ごしくだ
さい。

宮内三郎さん（大正４年11月生）が百歳を迎えられ、
市長から祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
宮内さんは、盆栽が趣味であり、植木の手入れや剪

定も行うそうです。また、庭を散歩したり、野菜も作
られています。
甘いものも好

きで、食事は好
き嫌いなく何で
も召しあがるそ
うです。
いつまでもお
元気でお過ごし
ください。

百歳おめでとうございます

水圧がかかっているドアの開放体験

消防団協力事業所に表示証を交付しました

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

１月11日に天平の丘公園で第10回天平マ
ラソンが開催されました。今年は市制10周
年を祝して、ゲストランナーに千葉真子さ
んをお迎えしました。大会当日は、とても
暖かい日で、千葉選手も参加者と一緒に10
キロのコースを完走しました。千葉選手は、
参加者とハイタッチをしながら走り、大会
を盛り上
げました。

第10回天平マラソン大会
千葉真子さんが走りました！

栃木県担い手育成総合支援
協議会会長賞受賞

平成27年度栃木県農業担い手躍進大会において、認定農業
者の小松大起氏が地域農業の振興や活性化に寄与している意
欲と能力のある優良な担い手として、栃木県担い手育成総合
支援協議会会長賞（最優秀賞・栃木県知事賞）を受賞しました。
小松大起氏は、県内第１号の第３者農業経営継承者として、
平成22年に新規参入し、米麦と施設野菜（なす）を中心とし
た複合経営で、その経営能力の高さと地域での農地集積によ

る地域農業への貢献
が評価されました。

１月６日、石橋体育センターにおいて、「第38回グリムの里新春書
きぞめ大会」が行われました。
市内外から約90人が参加し、「新たなる一年間の思いを筆に託し、

元気で力強い書きぞめをしよう」をス
ローガンに、学年ごとに課題を書きあ
げました。
最後に参加者全員が自信作1枚を選

び、一斉に持ち上げて会場全体に披
露すると、見守っていた家族や来賓か
ら大きな拍手が送られました。

（財）自治総合センターの宝くじ助成事業を活用して、二つの
団体がコミュニティ備品を整備しました。
仁良川コミュニティセンター運営協議会は座椅子・テント等を

整備し、グリーンタウンコミュニティ推進協議会は会議室用テー
ブル・ホワイトボード等を整備しました。これらの整備により、
両コミュニティ推進協議会の地域におけるコミュニティ活動のさ

らなる向上が期待されます。
この助成事業は、（財）自治総合
センターが宝くじ普及広報事業費
として受け入れる受託事業収入を
財源として、住民の行うコミュニ
ティ活動を促進し、その健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報を目的に行わ
れています。

第38回グリムの里　新春書きぞめ大会が開催

宝くじ助成事業

国際交流員マシアスも特別参加

２団体がコミュニティ備品を整備しました

Shimotsuke
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■
新
庁
舎
開
庁
後
の
石
橋
窓

口
・
南
河
内
窓
口
に
つ
い
て

【
平
成
28
年
５
月
か
ら
】

　

５
月
に
新
庁
舎
が
開
庁
す
る

に
あ
た
り
、
石
橋
窓
口
と
南
河

内
窓
口
の
業
務
内
容
等
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

■
場
所

○
石
橋
窓
口
：
石
橋
公
民
館

○
南
河
内
窓
口
：
南
河
内
図
書

館
　

石
橋
窓
口
は
、
石
橋
庁
舎
が

閉
鎖
さ
れ
る
た
め
、
石
橋
公
民

館
事
務
室
に
移
設
し
ま
す
。
南

河
内
窓
口
は
、
現
在
の
南
河
内

図
書
館
２
階
で
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

■
業
務
内
容

　

ど
ち
ら
の
窓
口
も
、
規
模
を

縮
小
し
て
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
住
民
票
や
戸
籍
謄

抄
本
の
発
行
と
、
納
期
限
内
の

納
付
書
の
あ
る
収
納
で
す
。（
戸

籍
の
届
出
や
住
所
変
更
や
印
鑑

登
録
、
旅
券
の
受
付
交
付
等
を

除
き
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
、
広
報
し
も
つ
け

３
月
号
の
新
庁
舎
特
集
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
７

新 庁 舎 建 設
■
新
庁
舎
が
５
月
６
日
に
開
庁
し
ま
す

　

平
成
26
年
５
月
に
着
工
し
た
新
庁
舎
建
設
工
事
は
順
調
に
進
み
、
計
画
ど

お
り
１
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
工
事
中
の
駐
車
場
整
備
等
の
外
構
工
事
に
つ
い
て
も
３
月
中

旬
に
完
成
し
、
５
月
６
日
に
新
庁
舎
が
開
庁
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
庁
舎
か
ら
新
庁
舎
へ
の
引
越
作
業
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
内
の

什
器
備
品
の
配
置
、
情
報
機
器
の
設
定
調
整
な
ど
が
完
了
し
た
４
月
29
日
か

ら
５
月
５
日
ま
で
の
２
回
の
三
連
休
に
行
い
、
現
庁
舎
で
の
業
務
や
開
庁
後

に
お
い
て
市
民
の
皆
様
に
不
便
を
生
じ
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
新
庁
舎
の
各
課
配
置
及
び
業
務
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、

広
報
し
も
つ
け
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
内
覧
会
の
お
知
ら
せ

　

新
庁
舎
の
完
成
に
伴
い
市
民
の
皆
様
に
建
物
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
内
覧

会
を
次
の
日
時
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
内
覧
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
３
月
号
に
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
日
時　

３
月
26
日
㈯　

午
後
１
時
〜
５
時
（
予
定
）

　
　
　
　
（
右
記
時
間
帯
に
お
い
て
自
由
見
学
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

■現在の工事現場の様子

■完成した新庁舎の様子

国道４号から見た新庁舎（1月13日撮影）

完成した新庁舎（議場）（１月13日撮影） 完成した新庁舎（市民ロビー）（１月13日撮影）

西側駐車場の様子（1月13日撮影）

■問い合わせ先　新庁舎準備室☎（40）５５６８

Shimotsuke
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市民活動等への補助制度のご案内
「市民が主役のまちづくり」を推進するため、市民団体が自主的に取り組む市民活動等の事業を補助制度
で支援します。あなたも補助制度を活用して、まちづくりのために動き出してみませんか？

下
野
市
市
民
活
動
補
助
事
業

☆
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

　

市
内
で
実
施
さ
れ
、
地
方
創
生
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
行
う
活

動
（
例
え
ば
、婚
活
イ
ベ
ン
ト
、環
境
保
全
に
関
す
る
活
動
、防
犯
活
動
、

子
育
て
支
援
、
こ
ど
も
の
健
全
育
成
に
関
す
る
活
動
な
ど
）
に
関
す

る
事
業
で
あ
り
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

☆
補
助
が
受
け
ら
れ
る
団
体

　

左
記
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
団
体

⑴
公
益
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
等
で
あ
る
こ
と

⑵ 

市
内
で
活
動
実
績
が
あ
る
市
民
活
動
団
体
等
で
あ
る
こ
と
（
今
後

に
お
い
て
活
動
を
予
定
す
る
場
合
を
含
む
。）

⑶ 

５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
さ
れ
、
継
続
し
て
活
動
で
き
る
見
込
み

が
あ
る
市
民
活
動
団
体
等
で
あ
る
こ
と

☆
補
助
事
業
の
種
類

　

補
助
事
業
は
、
申
請
１
年
目
は
「
新
規
ス
タ
ー
ト
補
助
」、
申
請

２
年
目
以
降
は
「
継
続
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
補
助
」
と
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
詳
細
は
下
記
の
「
表
：
補
助
区
分
・
要
件
」
の
と
お
り
）。

　

新
た
に
平
成
28
年
に
申
請
す
る
場
合
は
、「
新
規
ス
タ
ー
ト
補
助
」

と
な
り
ま
す
。

☆
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

　

補
助
事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と

な
る
経
費
で
す
。
た
だ
し
、
要
綱
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

☆
具
体
的
な
事
例
・
説
明
を
受
け
た
い
方
は
…

　

左
記
の
日
程
で
、
平
成
27
年
補
助
対
象
事
業
の
実
績
報
告
会
と
平

成
28
年
度
の
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、参
加
く
だ
さ
い
（
事

前
申
込
不
要
）。

■
場
所
：
ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

■
日
時
：
３
月
５
日
㈯

　

実
績
報
告
会　

午
前
９
時
か
ら

　

募
集
説
明
会　

午
前
11
時
30
分
か
ら
（
※
）

　

※
開
始
時
間
は
、
当
日
の
状
況
に
よ
り
前
後
い
た
し
ま
す
。

【
共
通
項
目
】

申
請
・
選
考
方
法

　

申
請
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ

え
て
、
３
月
１
日
㈫
〜
31
日

㈭
に
市
民
協
働
推
進
課
の
窓

口
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
メ
ー
ル
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
等
は
不
可
）
※
提
出
書
類
の

様
式
等
は
、
市
民
協
働
推
進
課

窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

　

申
請
団
体
は
、
選
考
会
で
事

業
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
選
考

委
員
が
公
益
性
や
効
果
・
成
果

等
を
審
査
し
、
適
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

選
考
会
日
時
：
４
月
16
日
㈯　

　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
40
）５
５
８
５

表：補助区分・要件
補助区分 新規スタート補助（１年目） 継続ステップアップ補助（２年目以降）
コ ー ス トライコース スタートコース ２～３年目 ４～５年目
補 助 率 10分の10 ４分の３ ４分の３ ２分の１
補助上限 ５万円 10万円 30万円 30万円
交付回数 どちらかを選択、１事業につき１回限り １事業につき４回まで

申請条件

①  自主的に取り組む事業で、市民主体のまちづく
りの原動力となる効果があると認められる事業

② 原則として市内で実施される事業
③  事業の財源として、市や市の外郭団体等から他
の補助金等を受けていない、または受ける予定
がないこと

④ 事業の実施計画が明確なこと
⑤ 単年度ごとに成果が出る事業
※ トライコースまたはスタートコースを選ぶこと
ができます。

①  新規スタート補助事業の要件に該当しているこ
と
② 新規スタート補助事業の実績があること
③  新規スタート補助事業の開始年度から起算して
５年以内のものであって、補助事業としての継
続性が認められるもの
④ 今後の事業の継続を予定していること
⑤  市制施行10周年提案事業の実績があり、過去
に同じ事業で市民活動補助をうけたことのない
団体

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
歌
の
中
に
出
て
く
る
川
は
、
な
に
川
？　

○
○
川

問
2

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
姿
川
（
す
が
た
が
わ
）　

３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

確定申告書等作成の操作に関する問い合わせは
「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」（☎0570（01）5901）または国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）へ

　「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」の
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
等

を
入
力
す
れ
ば
、税
額

な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、

所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
、消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
書
や
青
色
申
告

決
算
書
な
ど
が
作
成
で

き
ま
す
。

「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」で

「
申
告
書
」が

作
成
で
き
ま
す
！

e-Taxe-Taxwww.nta.go.jp
自宅からネットが便利！申告・納税e-Tax

国税庁ホームページの

インターネットで税務署へ送信！

書面提出

確定申告 検 索

クリック!

（e-Tax）国税電子申告・納税システム

申告書等のデータを印刷し、税務署へ
郵送で提出できます。

①電子証明書の取得（事前に市役所市民課で電子証明書を取得してください。）
電子証明書については、公的個人認証サービスポータルサイト（www.jpki.go.jp）をご覧くだ
さい。　　　　　
※電子証明書は個人番号カードが必要になります。なお、住民基本台帳カードにすでに
電子証明書が入っている場合は電子証明書の有効期間満了までは利用可能です。
個人番号カードの新規申請については、個人番号カード総合サイト（www.kojinbango-card.go.jp）
をご覧ください。
（問合せ先：マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120（95）0178）
②ＩＣカードリーダライタの用意
公的個人認証サービスに適応したＩＣカードリーダライタを、家電販売店等で購入してくださ
い。
③ｅ-Taxの初期登録
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で、初期登録から確定申告書作成・送
信ができます。

添付書類の提出を省略できます。
　源泉徴収票や医療費の領収書などの、記載内容を入力して送信することで、これらの書類
の提出を省略することができます。

還付金を早く受け取ることができます。
　ｅ‐Taxによる還付申告は、３週間程度で還付処理をしていますので、書面提出による還付申
告より、還付金を早く受け取ることができます。

その1

その2

ｅ‐Taxを利用して所得税及び復興特別所得税の申告をすると・・・

ｅ-Taxをご利用になる前に

自宅からネットが便利！申告・納税e-Tax

Shimotsuke
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平成２7年分　医療費の明細書

【控除額の計算】

住　所

氏　名

申告書第二表の「所得から差し引かれる金額
に関する事項」欄の医療費控除に転記します。

申告書第一表の「所得から差し引かれる金額」欄の
医療費控除に転記します。

申告書第一表の「所得金額」欄の合計を転記します。
（注）次の場合には、それぞれ次の金額を加算します。
　　・退職所得及び山林所得がある場合　････　その所得金額
　　・ほかに申告分離課税の所得がある場合　････　その所得
　　　金額（特別控除前の金額）
　　なお、損失申告の場合には、申告書第四表（損失申告用）の
　「4 繰越損失を差し引く計算」欄の○の金額を転記します。83

平
成
27
年
分
市
県
民
税
申

告
相
談
会
は
、
２
月
16
日

㈫
〜
３
月
15
日
㈫
、（
土
、

日
曜
日
除
く
）
で
す
。
詳

し
い
日
程
等
は
、
広
報
し

も
つ
け
１
月
号
13
〜
15

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

医
療
費
の
明
細
書

　

あ
ら
か
じ
め
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す

　

毎
年
申
告
件
数
の
多
い

医
療
費
控
除
の
、「
医
療

費
の
明
細
書
」
の
記
入
例

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
医

療
費
控
除
を
受
け
る
方
は

事
前
に
領
収
書
を
計
算
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

所得税・住民税申告相談のお知らせ

■問い合わせ先
　栃木税務署　　☎0282（22）0885
　下野市税務課　☎（40）5554

「医療費の明細書」は各庁舎窓口に、
確定申告書及び各種調書とともに用
意しています。また、国税庁のホー
ムページから入手できます。

■注意事項
・  医療費は平成27年中に支払ったものが控除の対象になります。未払いの医療
費は実際に支払った年の医療費控除の対象となります。

・  おむつ代の医療費控除を受けることが２年目以降で、介護保険法の要介護認
定を受けている人は、市町村長が交付するおむつ使用の確認書等を「おむつ
使用証明書」に代えることができます。

・  人間ドックなどの健康診断や特定健康診査の費用は控除の対象になりません
が、健康診断の結果、重大な疾病が発見された場合で、引き続き治療を受け
るとき、健康診断や特定健康診査の費用も医療費控除の対象となります。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
の
新
庁
舎
開
庁
日
は
い
つ
？　

①
３
月
４
日　

②
４
月
５
日　

③
５
月
６
日

問
３

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
利
用
し
、
新
庁
舎
へ
引
越
し
を
し
ま
す
。

人事行政運営における公正性、透明性を高めるため、「下野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件等人事行政運営等の状況について概要を
お知らせします。

人事行政の運営等の状況

試験区分 応募者 受験者 1次
合格者

2次
合格者

最終
倍率

一般事務職 118名 99名 24名 13名 13.1

一般事務職
（身体障がい者対象） １名 １名 １名 １名 1.0

土木技師 ６名 ６名 ５名 ２名 3.0

保健師 ６名 ６名 ６名 ２名 3.0

区　分 月　額

一般行政職

大学卒 174,200円

短大卒 157,700円

高校卒 146,500円

技能労務職 高校卒 139,500円

平均付与日数 平均取得日数 消化率

38.4日 11.1日 28.8％

試　　験

一般事務職 13名

土木技師 ２名

保健師 ２名

選　　考 再任用 11名

合　　計 28名

一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

329,200円 43歳０月 286,600円 54歳３月

期末手当 勤勉手当

６月 1.225月 0.675月

12月 1.375月 0.825月

合　計 2.60月 1.50月

区　分 育児休業対象者数 育児休業取得者数

男　性 7名 ０名

女　性 5名 ４名

合　計 12名 ４名

級別 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

職名 主事 主事 主査 副主幹 主幹 副参事 参事

人数 34名 26名 30名 48名 84名 20名 18名

区　分 給与・
報酬月額

期末・勤勉手当
退職手当

6月 12月 合計

市　長 940,000円 1.475月 1.625月 3.10月 給料月額×在職月数
×0.42

副市長 740,000円 1.475月 1.625月 3.10月 給料月額×在職月数
×0.25

教育長 660,000円 1.975月 2.125月 4.10月 給料月額×在職月数
×0.21

議　長 470,000円

1.475月 1.625月 3.10月副議長 380,000円

議　員 350,000円

定年（死亡含む） 12名

勧奨（早期退職） ４名

自己都合 ０名

合　　計 16名

平成25年度 平成26年度 平成27年度

実績職員数 399名 395名 395名

前年差 △７名 △４名 ０名

１．職員の任免及び職員数に関すること
⑴職員採用試験実施状況（平成26年度実績）

２．職員の給与に関すること
⑴職員の初任給の状況（平成27年４月１日現在）

３．職員の勤務時間その他の勤務条件
⑴年次有給休暇の取得状況（平成26年度実績）

⑵採用者数（平成27年度新規採用者） ⑶職員の平均給料月額、平均年齢の状況（平成27年４月１日現在）

⑷期末手当・勤勉手当（平成26年度実績）

⑵育児休業の取得状況（平成26年度実績）

⑸級別・職名別職員数（一般行政職）（平成27年４月１日現在）

（2）特別職の報酬等の状況（平成27年４月１日現在）

⑶退職者数（平成26年度退職者）

⑷職員数の増減状況（平成27年４月１日現在）

※最終倍率は、受験者数を２次合格者で除したものです。

※上記の他　再任用任期満了　５名

※ 一般行政職とは、行政事務に携わる職種です。技能労務職とは、
自動車運転手、公仕、調理員などの職種です。

※職務の級等を考慮した加算措置があります。

※ 育児休業は、子が３歳に達する日まで取得可能です。ただし、
給与は無給となります。

※ 最小限の資源で最大限の効果が得られるような効率的行政運営
を推進するため定員適正化計画を策定しています。平成27年度
の実績職員数には、教育長（１名）を含めておりません。

詳細については、市ホームページでご覧いただけます。
■問い合わせ先　総務人事課　☎（40）５５５１

Shimotsuke
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新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

古
代
の
人
事
評
価

下
野
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
文
化
課

　

現
在
、
下
野
市
役
所
で
は
、「
下
野
市
人
材
育
成
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
職
員
の
能
力
開
発
や

指
導
育
成
を
可
能
と
す
る
能
力
・
実
績
を
重
視
し
た
人
材
育

成
型
の
人
事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、「
市
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
実
施
規
程
」
に
よ
り
、

詳
細
な
取
り
決
め
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
い
つ
か
ら
こ
の
よ
う
な
人
事
評
価
制
度
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
？
実
は
我
が
国
が
「
日
本
」
と
い
う
国
号
を
使

い
始
め
た
頃
か
ら
こ
の
制
度
は
確
立
し
て
い
ま
し
た
。「
唐と

う

」

な
ど
先
進
国
の
制
度
を
日
本
に
導
入
し
、
ア
レ
ン
ジ
し
た
の

が
「
律
令
制
度
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
制
度
の
も
と
、
い
か

に
円
滑
に
中
央
と
地
方
が
連
動
し
て
国
策
を
推
進
す
る
か
、

そ
の
た
め
に
は
官
僚
機
構
を
早
急
に
整
え
、地
方
に
国
府
（
現

在
の
県
庁
に
相
当
）・
郡ぐ

ん
が衙

（
現
在
の
郡
・
市
・
町
の
行
政

機
関
に
相
当
）
を
整
備
し
、
そ
の
職
務
に
当
た
れ
る
人
材
を

繰
り
返
し
育
成
で
き
る
か
が
命
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制

度
導
入
時
の
関
係
者
の
中
の
一
人
が
、
後
の
式
部
卿
大
将
軍

正
四
位
下
下し

も
つ
け毛

野の

朝あ

臣そ
ん

古こ

麻ま

ろ呂
で
す
。

　

現
在
、
平
城
京
の
人
口
は
、
十
万
人
前
後
説
と
五
〜
六
万

人
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
平
城
京
の
住
民
の
う
ち
、
一
〜

二
万
人
が
下
級
官
人
の
「
長

ち
ょ
う
じ
ょ
う

上
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
ほ

か
、
臨
時
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
社
会
科
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

時
の
中
央
国
家
機
構
は
、「
二に
か
ん
は
っ
し
ょ
う
い
ち
だ
い
ご

官
八
省
一
台
五
衛え

ふ府
」
と
総

称
さ
れ
る
行
政
機
構
で
仕
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

中
で
式し

き
ぶ
し
ょ
う

部
省
が
文
官
の
勤
務
評
定
・
人
事
・
朝
廷
儀
礼
を
統

括
、
兵

ひ
ょ
う
ぶ
し
ょ
う

部
省
が
武
官
の
勤
務
評
定
・
人
事
の
ほ
か
、
諸
国
軍

団
・
兵
士
・
軍
事
施
設
・
兵
器
の
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

各
省
の
メ
ン
バ
ー
は
「
カ
ミ
」「
ス
ケ
」「
ジ
ョ
ウ
」「
サ
カ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
「
四し
と
う
か
ん

等
官
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
現

代
風
に
解
釈
す
る
と
「
部
長
」「
課
長
」「
課
長
補
佐
」「
係
長
」

と
い
っ
た
管
理
職
に
相
当
す
る
よ
う
な
職
階
で
す
。
そ
の
下

に「
史し

し
ょ
う生

」と
呼
ば
れ
る
一
般
事
務
職
が
置
か
れ
ま
し
た
。「
ス

ケ
」
以
下
は
「
大
・
少
」
に
分
か
れ
て
複
数
の
人
数
が
配
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
、「
官
か
ん
し
ょ
く職」と
呼
ば
れ
、こ
の
ほ
か「
正

一
位
」
か
ら
始
ま
り
「
従
一
位
」「
正
二
位
」・
・
・
と
下
が

り
、
正
四
位
か
ら
は
お
の
お
の
「
上
」
と
「
下
」
に
わ
か
れ
、

最
下
位
は
「
少

し
ょ
う
し
ょ初

位い

げ下
」
ま
で
の
三
〇
階
級
と
な
る
「
位
階
」

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
に
類
似
し
ま

す
が
、
古
代
と
現
在
の
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
現

在
で
は
、「
肩
書
き
」
に
対
応
し
て
「
等
級
号
俸
」
が
あ
り

給
料
が
決
ま
り
ま
す
。
古
代
の
官
人
の
給
料
は
位
階
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
人
が
何
位
の
位
階
か
で
給
料
が

決
ま
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
「
○
○
カ
ミ
（
長
官
）」
の
肩
書・

ポ
ス
ト
よ
り
、
正
五
位
上
や
従
五
位
下
な
ど
の
階
級
が
上
が

る
ほ
う
が
重
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　

古
代
の
人
事
評
価
制
度
は
、「
考こ

う
か課

」
と
呼
ば
れ
、
毎
年

自
分
が
所
属
す
る
役
所
の
長
官
か
ら
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

年
間
の
出
勤
日
数
が
合
計
何
日
、
そ
の
間
に
行
っ
た
業
務
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
総
合
し
て
、「
上
上
」〜「
下

下
」
の
九
段
階
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
毎
年
の
評
価

を
積
み
重
ね
、
四
〜
六
年
に
一
度
の
割
合
で
昇
進
の
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、常
勤
で
四
年
間
す
べ
て
評
価
が
「
中

中
」
だ
と
そ
の
人
は
翌
年
一
階
級
昇
進
、四
年
間
す
べ
て
「
中

上
」
だ
と
三
階
級
上
が
り
、
給
料
も
増
え
ま
し
た
。
毎
年
の

考
課
に
対
し
て
位
階
が
昇
進
す
る
こ
と
を
「
選せ

ん
じ
ょ叙

」
と
言
い

ま
し
た
。

　

平
城
京
で
は
、
数
万
点
に
の
ぼ
る
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、

そ
こ
に
は
一
三
〇
〇
年
前
の
勤
務
評
定
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
城
京
右
京
に
住
む
従
八
位
下
の
六
〇
歳
の
男
は
、
兵

部
省
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
の
出
勤
日
数
が
百

○
日
（
百
以
下
欠
損
の
た
め
不
明
）
で
、
勤
務
日
数
が
足
り

ず
評
価
が
「
下
」
で
し
た
。
当
時
、
勤
務
規
定
日
数
は
大
よ

そ
二
百
日
で
そ
れ
を
大
き
く
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
「
下
」
の

評
価
で
し
た
。
一
度
「
下
」
を
取
っ
て
し
ま
う
と
昇
進
は
ほ

ぼ
絶
望
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
人
は
六
〇
歳
で
、
従
八

位
と
か
な
り
昇
進
が
遅
い
人
の
よ
う
で
、
体
調
不
良
な
ど
な

ん
ら
か
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
働
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
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消防署からのお知らせ
石橋地区消防組合では、消防・災害情報メール配信を始めました。
登録の手順は、石橋地区消防組合ホームページに掲載されています。

■問い合わせ先　通信指令課　☎（53）1119

春の火災予防運動
平成28年３月１日～７日

期間中
下野市・壬生町は防災情報伝達システム等による屋外拡声器でお知らせします。（随時）
上三川町はサイレンを鳴らします（朝７時、夕方６時）

住宅用火災警報器は
　　　  設置していますか？

住宅用火災警報器は消防法・火災予防条例によりすべ
ての住宅に設置が義務付けられています

住宅火災で亡くなった方の約６割が「逃げ遅れ」です。火災警報器は火災の発生をいち早く知らせ、逃
げ遅れを防ぐとともに素早い消火活動につなげて被害を小さくする効果があります。
※乾電池タイプの住宅用火災警報器は、電池の交換が必要です。電池が切れそうになると音やランプで知らせてくれ
ますので、電池を交換してください。

ピーピーピー火事
です

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

第35回石橋地区少年消防クラブ防火標語展
≪春季最優秀作品≫
消すまでは　警戒レベル　最大で
上三川町立上三川中学校　１年　安

あんどう

藤　龍
りゅうせい

星

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
３つの習慣
■寝たばこは、絶対やめる。
■ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
■ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。
４つの対策
■逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
■寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
■火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
■お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

火災と救急・救助は119番

石 橋 地 区 消 防 組 合
h t t p : / / w w w . 1 1 9 - i f d . o r . j p /
下 野 市・ 壬 生 町・ 上 三 川 町

石 橋 地 区 消 防 団 連 絡 協 議 会
石 橋 地 区 危 険 物 保 安 協 会
石 橋 地 区 女 性 防 火 ク ラ ブ 連 絡 協 議 会

石橋地区消防組合
災害メール登録サイト
QRコード
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そ
の
時
、
私
た
ち
の

と
る
べ
き
行
動
は
？

　

消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
な
ど

の
防
災
関
係
機
関
や
民
間
団
体

と
の
合
同
で
下
野
市
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
13
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
（
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ゆ
う
ゆ
う
館

　
（
下
野
市
小
金
井
７
８
９
番

地
）

■
参
加
予
定　

約
５
０
０
名

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
、
消
火
体

験
・
煙
道
体
験
な
ど
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
衛
隊
や
消
防

車
両
を
は
じ
め
と
し
た
災
害
対

策
車
両
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

ご
家
族
や
ご
近
所
の
方
も
お
誘

い
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

ゆ
う
ゆ
う
館

開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

下
野
市
総
合
防
災
訓
練
の

開
催
の
た
め
、
ゆ
う
ゆ
う
館

の
開
館
時
間
が
次
の
と
お
り

変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

２
月
13
日
㈯

■
開
館
時
間

　

午
後
１
時
か
ら
営
業

屋
外
拡
声
器
か
ら
避
難
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す

　

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
に
伴
い
、
自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
に
よ
る

避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。
訓
練
当
日
、
屋
外
拡
声
器
か
ら
訓
練
放
送
が

流
れ
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課　

☎（
40
）５
５
５
５

※
午
前
８
時
30
分
に
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

ゆうゆう館

市役所
通行止め区間

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
命
課
長
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
起
用
目
的
は
何
で
し
ょ
う
？

①
人
命
救
助
ロ
ボ
ッ
ト　

②
地
方
創
生
事
業
と
し
て
下
野
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る　

③
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト

問
４

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　

３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は
下
野
市
の
歴
史
を
「
み
て
・
ふ
れ
て
・
ま
な
ぶ
」
た
め
に
定
期
歴
史
講
座
・

体
験
講
座
及
び
誰
で
も
簡
単
に
体
験
出
来
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
■　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館　

☎（
44
）５
０
４
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
）

　

第
10
回
定
期
歴
史
講
座
ご
案
内

　

下
野
市
周
辺
の
古
墳
な
ど
の

歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
内
容

①
開
催　

３
月
13
日
㈰

②
講
師　

栃
木
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　

文
化
財
課

齋
藤 

恒
夫 

係
長

③
講
座

　

下
毛
野
の
古
墳
群
に
つ
い
て

④
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料

館■
受
講
料

　

１
０
０
円

■
受
付
開
始

　

３
月
１
日
㈫

■
募
集
人
数

　

40
名
（
定
員
制
）

■
応
募
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

甲塚古墳出土機織形埴輪

定期歴史講座会場 あんぎん編み体験講座 体験コーナー

あ
ん
ぎ
ん
編
み
体
験
講
座
開
催

　

縄
文
時
代
の
技
法
で
あ
る
「
編

布
（
あ
ん
ぎ
ん
）」
編
み
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

麻
ひ
も
と
木
綿
糸
を
使
っ
た

簡
単
な
体
験
で
す
。

■
内
容

①
開
催　

２
月
20
日
㈯

②
体
験　

コ
ー
ス
タ
ー
作
り

③
時
間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料

館■
受
講
料

　

３
０
０
円

■
受
付
開
始

　

２
月
９
日
㈫

■
募
集
人
数

　

15
名
（
定
員
制
）

　
【
対
象
】
小
学
１
年
生
以
上

■
応
募
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

体
験
コ
ー
ナ
ー
開
催
中

　

簡
単
に
楽
し
く
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

■
内
容

①
平
織
り
体
験

　

・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

②
粘
土
体
験

　

・
勾
玉
づ
く
り

　

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り

※
体
験
時
間
①
②
と
も
20
分
程

度■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料

館■
受
講
料

　

各
１
０
０
円

■
受
付
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
休
館
日
以
外
開
催
中
）

体
験
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ト
販
売
中

　

ご
自
宅
で
も
体
験
で
き
る
キ
ッ

ト
販
売
中
。
簡
単
に
作
品
が
で

き
ま
す
。
お
土
産
と
し
て
も
お
持

ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
内
容

①
平
織
り
体
験

　

・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
キ
ッ
ト

　

簡
易
編
み
機
パ
ネ
ル
付

　
（
２
０
０
円
に
て
販
売
）

②
粘
土
体
験

　

・
勾
玉
づ
く
り
キ
ッ
ト

　

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り
キ
ッ
ト

　
（
各
１
０
０
円
に
て
販
売
）

■
取
扱
い

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料

館
に
て
販
売
中

■
販
売
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
休
館
日
以
外
販
売
中
）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
？
○
か
×

問
５
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□
口
座
振
替
で
の
前
納
は
事
前
の
手
続
き

が
必
要
で
す

　

口
座
振
替
で
の
平
成
28
年
度
か
ら
の
２

年
前
納
、
１
年
前
納
及
び
平
成
28
年
４
月

〜
９
月
分
の
６
か
月
前
納
の
お
申
込
み
は

２
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
す
で
に

口
座
振
替
に
て
前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
再

度
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
口
座
振
替
の
引
落
方
法
を
変
更
さ

れ
る
場
合
は
再
度
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。）

□
国
民
年
金
保
険
料
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
等
で
も
納
付
で
き
ま
す

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
】

　

国
民
年
金
保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い
し
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員

の
方
に
請
求
す
る
方
法
で
す
。
た
だ
し
、

過
去
の
未
払
い
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
納
付
の
方
法
は
、
毎
月
納
付
、

６
か
月
前
納
及
び
１
年
前
納
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
で
き
る
保
険
料
は「
定
額
保
険
料
」

及
び「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額
保
険
料
」

と
な
り
ま
す
。（
保
険
料
の
一
部
を
免
除

さ
れ
て
い
る
場
合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。）

　

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
で
の
お
支
払
回
数

は
１
回
払
い
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、「
国
民
年
金
保
険
料

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
申
出
書
」
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

□
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替

が
便
利
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
口
座
振
替
に
よ

り
納
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

申
込
先
は
預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
年
金
事
務
所
に

な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
記
入

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
等

で
基
礎
年
金
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
等
届
出
印
の
押
印
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

口
座
振
替
申
出
書
に
つ
い
て
は
各
金
融

機
関
の
窓
口
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

金
融
機
関
に
無
い
場
合
に
は
、
市
民
課

各
窓
口
に
て
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

平成27年度における納付方法ごとの割引額比較表
１か月分の割引額 ６か月分の割引額 １年分の割引額 ２年分の割引額

毎月納付
（翌月末引落し） 割引なし 割引なし 割引なし 割引なし

毎月納付【早割】
（当月末引落し）
※口座振替のみ

50円 300円 600円 1,200円

６か月前納
＜カード・現金＞ - 760円 1,520円 3,040円

６か月前納
＜口座振替＞ - 1,060円 2,120円 4,240円

１年前納
＜カード・現金＞ - - 3,320円 6,640円

１年前納
＜口座振替＞ - - 3,920円 7,840円

２年前納
※口座振替のみ - - - 15,360円

この表は平成27年度の保険料額による割引額です。
※クレジットカードによる国民年金保険料割引は現金納付と同じ割引額です。また、２年前納はありません。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
○　

12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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自治医科大学附属病院　連携協働コラム　Jichi Medical University Hospital

下
野
市
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
の
診
療
情
報
管

理
士
で
す
。
こ
の
時
点
で
「
診
療
情
報
管

理
士
っ
て
ナ
ニ
モ
ノ
？
」
と
小
首
を
傾
げ

て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
簡
単
に
言
う
と
病
院
の
中
で

「
カ
ル
テ
の
管
理
」
を
し
て
い
る
の
が
診

療
情
報
管
理
士
な
の
で
す
が
、
同
じ
病
院

で
働
く
人
た
ち
の
中
で
さ
え
私
達
の
存
在

を
知
ら
な
い
方
が
い
る
と
い
う
、
認
知
度

の
低
さ
は
折
り
紙
つ
き
の
職
種
で
す
。

カ
ル
テ
の
管
理
を
す
る
診
療
情
報
管
理

士
と
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
？

今
回
、
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

チ
ャ
ン
ス
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
少
し
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

カ
ル
テ
の
今
昔

「
医
師
は
、
診
療
を
し
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
診
療
に
関
す
る
事
項
を
診
療
録

（
カ
ル
テ
）に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
医
師
法
第
24
条
】」

法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
医

師
は
患
者
さ
ん
を
診
る
た
び
に
診
療
し
た

内
容
を
カ
ル
テ
に
記
録
し
ま
す
。
つ
ま
り

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
の
場
合
、
一
日

に
２
，０
０
０
人
を
超
え
る
外
来
患
者
さ

ん
と
、
８
０
０
人
を
超
え
る
入
院
患
者
さ

ん
の
診
療
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
患
者
さ

医
療
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育

上
の
価
値
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
国
の
感

染
症
対
策
や
が
ん
対
策
と
い
っ
た
公
衆
衛

生
の
向
上
に
必
要
な
情
報
も
カ
ル
テ
か
ら

収
集
さ
れ
る
な
ど
、
カ
ル
テ
は
病
院
の
枠

を
大
き
く
超
え
た
存
在
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

当
院
の
カ
ル
テ
が
電
子
化
さ
れ
、
紙
カ

ル
テ
の
管
理
が
省
力
化
し
た
こ
と
で
、
私

達
の
仕
事
は
カ
ル
テ
の
信
頼
性
を
保
証
し
、

価
値
を
守
る
た
め
の
「
品
質
」
を
管
理
す

る
こ
と
に
大
き
く
舵
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。

日
々
、
カ
ル
テ
に
必
要
な
記
録
が
正
し
く

記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
点
検
し
、
カ
ル
テ

の
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ル
テ
に
あ
る
デ
ー
タ
や
情
報

を
分
析
、
活
用
す
る
こ
と
も
私
達
の
役
割

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
テ
の

デ
ー
タ
を
分
析
・
活
用
し
、
指
標
化
や
可

視
化
す
る
こ
と
で
、
当
院
の
医
療
の
現
状

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
ど
う
い
う
特

徴
が
あ
る
の
か
？
と
い
っ
た
み
な
さ
ん
の

「
知
り
た
い
」
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
情

報
を
、
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に

私
達
が
取
り
扱
う
カ
ル
テ
は
、
患
者
さ

ん
ご
自
身
で
あ
り
、
大
切
な
「
い
の
ち
の

ん
の
数
と
お
な
じ
数
だ
け
の
カ
ル
テ
に
、

毎
日
膨
大
な
診
療
記
録
が
書
き
加
え
ら
れ

続
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

当
院
は
つ
い
10
年
ほ
ど
前
ま
で
紙
の
カ

ル
テ
を
使
っ
て
診
療
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、

当
時
の
私
達
の
主
な
役
割
は
、
膨
大
な
紙

カ
ル
テ
の
中
か
ら
、
診
療
に
必
要
な
カ
ル

テ
を
す
ぐ
取
り
出
せ
る
よ
う
保
管
管
理
し
、

紙
カ
ル
テ
が
紛
失
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
し
た
。

現
在
、
当
院
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
日
々

の
記
録
は
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
保
管
管
理

し
て
い
ま
す
。
カ
ル
テ
の
電
子
化
に
伴
っ

て
、
私
達
が
管
理
す
る
「
モ
ノ
」
も
大
き

く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

価
値
を
高
め
る
「
管
理
」
へ

元
々
、
カ
ル
テ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

が
存
在
し
ま
す
。
ま
ず
患
者
さ
ん
ご
本

人
に
と
っ
て
の
価
値
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
自
ら
の
病
気
や
け
が

に
関
す
る
重
要
な
情
報
で
す
し
、
治
療
内

容
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
大
切
な
資
料

で
す
。
ま
た
当
院
は
、
教
育
・
研
究
機
関

で
あ
る
大
学
の
附
属
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。

診
断
・
治
療
方
法
の
開
発
や
、
新
た
な
疾

患
の
発
見
等
の
た
め
に
活
用
す
る
医
学
研

究
的
な
価
値
や
、
医
学
生
へ
の
教
育
な
ど

記
録
」
で
す
。
こ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
努
め
、
徹
底
し
た
安

全
管
理
の
も
と
で
適
切
に
管
理
し
、
患
者

さ
ん
に
安
心
し
て
カ
ル
テ
の
管
理
を
任
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
達
診
療
情
報
管
理
士
は
、
直
接
患
者

さ
ん
と
お
会
い
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
の

カ
ル
テ
を
介
し
て
「
安
心
・
安
全
で
質
の

高
い
医
療
」
の
提
供
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

松
林
の
陰
か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
い
の
ち
の
記
録
」
の
す
ぐ
そ
ば
に

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

診
療
情
報
管
理
室

診
療
情
報
管
理
士　
　

高た
か
は
し橋 

真ま

ゆ

み

由
美診療情報管理室スタッフ一同
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ＱＲコード

　　南河内図書館　　
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
２月13日㈯　午前10時30分～
絵　本「スケートにいこうよ」　他
２月27日㈯　午後２時～
絵　本「ひみつ ひみつ のひなまつり」　他
■読書会
２月13日㈯　午前10時～
テキスト／和田 秀樹 著「自分は自分人は人」
■赤ちゃんといっしょ ～育児中の食生活～
育児中のお母さんと赤ちゃん両方の食生活に関
する管理栄養士と保健師のお話し
２月18日㈭　午前10時30分～
講　師：下野市管理栄養士・同保健師
対　象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定　員：15組（※要申し込み）／参加無料

　　石橋図書館　　
■おはなし会　午前11時～
２月６日㈯　「だいくとおにろく」 他
２月20日㈯　「ひとまねこざるときいろいぼう
し」　他
■読書会
２月10日㈬　午前10時～
テキスト／森　絹枝 著「無何有郷」
■工作会「ゆらゆらおひなさま」
２月14日㈰　 午後２時～
定　員：15名（先着順）※申し込み不要
■乳幼児向けちいさなおはなし会
２月15日㈪　 午前10時30分～
内　容：わらべうた　他
■新聞コラム書き写し　※申し込み不要
２月22日㈪　午前10時～ 11時30分
■アンデルセンの恋バナ
アンデルセンの人柄や恋のエピソードと作品の
関係について、楽しいお話しを聞きませんか？
２月28日㈰　午後２時～３時
講　師：天沼 春樹氏
対　象：小学高学年以上（親子参加可）
定　員：25名　※申し込み受付け中

　　国分寺図書館　　
■新聞コラム書き写しの会
２月５日㈮・19日㈮　午前９時～
定　員：20名（※要申し込み／参加無料）
※19日書き写しの後、午前10時から
「伝わる文章の書き方講座」
講　師：小林達彦さん（下野新聞記者）
■ぬいぐるみのおとまり会
お気に入りのぬいぐるみを図書館にお泊りさせ
てみませんか？
○２月６日㈯　午後１時30分集合
　午後２時からのおはなし会に参加します
○２月７日㈰　午後２時～「まよなかのぬいぐ
るみ」上映会
対　象：小学生以下

定　員：15名（※要申し込み／先着順）
■お話ポケットの会のおはなし会
２月13日㈯　午後２時～ 
紙芝居「おだんごころころ」　他
■読み聞かせボランティア講座＜全3回＞
ボランティアに興味のある方、お子さんに読み
聞かせる本の選び方や読み方を学びたい方募集
2月13日・20日・27日㈯　午後２時～３時30分
講　師：小林　直子さん
定　員：20名（※要申し込み）
■読書会
２月20日㈯　午前10時～
テキスト／読売新聞社 編「向井千秋 メダカと
飛んだ15日」
■図書館探検隊
２月20日㈯　午前11時～正午
定　員：小学生以下20名（※要申し込み）
■ひなまつり会
2月27日㈯　午前10時30分～正午 
おり染めワークショップ「おだいりさまとおひ
なさまを作ろう」＆おはなし会
定　員：20名（※要申し込み）
■ひなまつり会
２月27日㈯　午前10時30分～正午 
お話ポケットの会のおはなし会とおり染めワー
クショップ「おだいりさまとおひなさまを作ろ
う」
定　員：20名（※要申し込み）

３館合同企画のお知らせ 
◆市内小中学生の作品展示開催中
各館にて市内小中学生の絵画・工作・習字
等の展示を行っています。ぜひご覧ください。

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
「芸」と「能」（南） …清水 ミチコ・酒井 順子
話芸と文芸の“芸”達者が、「芸能」を掘る、笑え
て深い掛け合いエッセイ。
都道府県ランキングvol.1（南） …久保 哲朗
座禅院昌尊の生涯（石） …恩田 浩孝
アレス（石） …神永 学
おひとりさまの最期（国） …上野 千鶴子
私サイズの小さなカフェ（国） …渡部 和泉

＜児童書＞
ぜったいくだものっこ（南） …たかどの ほうこ
AKB48、被災地へ行く（南） …石原 真
なくしものくじら（石） …初田 たくみ
もう、ねるんだってば！（石） …ジョリ・ジョン
ひらめき美術館（国） …結城 昌子
みんなのくまくまパン（国） …西村 敏雄

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館ど
　こでも貸出（貸出中は予約）が可能です

利用案内
■2月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

Library Inform
ation

Shimotsuke
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【(南)＝南河内　(石)＝石橋　(国)＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

真田氏発祥と発展の地「信越」、上野支配の
拠点と真田再興の地「上州・甲州」。幸村の
奪戦の地「近畿」に分け、真田氏ゆかりの地
をめぐるガイドブック。 （国）

真田幸村はなぜ、子孫を仙台藩に残せたの
か !? 信繁は本当に「幸村」と名乗ったのか。
仙台真田家 14 代当主が今語る、幸村の謎と
生涯。 （石）

勇猛果敢な武将と知られる真田信繁（幸村）
の生涯や活躍に焦点をあてた一冊。マンガを
多用しているので小学生からでも楽しむこと
ができる。 （南）

へぇ～そうなのか！
真田幸村のこと
がマンガで 3時
間でわかる本

津田 太愚 著
明日香出版社

直系子孫が明かす！
真田幸村の真実

真田 徹 監修
宝島社

真田幸村
歴史トラベル

真田六文銭巡礼
の会 著
メイツ出版

私たちは人生において様々な決断を迫られ
る。幸村の下した数々の決断と、その背景に
ある思想や状況を解き明かし、現代に生きる
私たちに確かな指針を与えてくれる。 （南）

戦国末期、真田家を興した幸隆の時代から昌
幸を経て、幸村が死んだ大阪の陣までをたど
れるようセレクトした、超豪華作家陣の傑作
歴史小説。 （石）

数多の戦国武将の中でも絶大な人気を誇る真
田幸村。史料を丁寧にひもときながら、後世
に粉飾された神秘のベールを剥がすべく、実
像を追及する。 （国）

真田幸村と
真田丸

渡邊 大門 著
河出書房新社

小説集
真田幸村

末国 善己 編
作品社

真田幸村
逆転の決断術

野中 根太郎 著
誠文堂新光社

真田氏勃興のきっかけを作った幸隆、鬼謀の士と言われ
た昌幸、そして「真田日本一の兵」と称賛された幸村。
山あいの小土豪から台頭し戦国時代を彩った真田家とは
何者だったのか。 （国・石）

真田三代
（上・下）

火坂 雅志 著
NHK 出版

今月のテーマ
真田丸

今年のNHK大河ドラマ「真田丸」の
主人公は“徳川家康を追いつめた武将”
として有名な真田幸村です。図書館に
は、幸村の生涯や、彼が生きた時代に
関する本などが色いろあります。
歴史好きな方はもちろん、そうで
ない方も、読めばあなたも
“幸村ツウ”になれるかも？

Shimotsuke
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テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体
の
活
動
に

よ
り
、
高
齢
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
新
し
い
総
合
事

業
に
移
行
し
ま
す

　

要
支
援
認
定
者
サ
ー
ビ
ス
の

う
ち
、
介
護
予
防
訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

と
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）
が
新
し
い
総
合
事

業
に
移
行
し
、
市
独
自
基
準
の

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
利
用
さ
れ
る
方
が
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
ら
よ
い
の
か

に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
、
本
人
の
意
向
や
心

身
の
状
態
な
ど
を
確
認
し
た
う

え
で
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

※
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介
護

予
防
通
所
介
護
以
外
の
要
支
援

者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
介
護

予
防
福
祉
用
具
貸
与
な
ど
）
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
予
防
給
付
の

中
で
提
供
し
ま
す
。

介護予防・日常生活支援

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え

る
２
０
２
５
年
に
向
け
、
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
を
地
域
全
体
で
支

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

要
介
護
の
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
に
多
様
で
効
果
的
な
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
開
始
後
も
こ
れ
ま
で
の

要
支
援
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
は
変

わ
ら
ず
実
施
さ
れ
、
介
護
予
防

の
事
業
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

総
合
事
業
に
は
、
要
支
援

１
・
２
の
認
定
を
受
け
た
方
や
、

下
野
市
が
行
う
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
に
よ
り
、
生
活
機

能
の
低
下
が
み
ら
れ
た
方
が
利

用
で
き
る
「
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
65
歳

以
上
の
す
べ
て
の
方
が
利
用
で

き
る
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」

が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
総
合
事
業
の
特
徴

多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
を
含
め
た
幅
広
い
世

代
の
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン

４月以降現行

介護給付（要介護１～５）
介護給付（要介護１～５）
※改正前と同様です

予防給付（要支援１・２）
※改正前と同様です

福祉用具貸与、訪問看護
通所リバビリテーションなど

訪問介護、通所介護

利用者

＜サービスの流れ＞

市（高齢福祉課）・地域包括支援センターに相談

基本チェックリストの実施

介護予防・生活支援サービス
事業対象者

認定審査（要支援・要介護認定）

要支援１・２非該当
（事業対象者の場合）

介護予防
サービス計画

介護予防マネジメント

○一般介護予防事業
　（すべての高齢者が
　　利用できる）

○介護予防・生活支援
　サービス事業
　・訪問型サービス
　・通所型サービス
　・生活支援サービス
　　（介護予防ケア
　　　マネジメント）

○介護予防サービス
○地域密着型介護
　予防サービス

○居宅サービス
○地域密着型介護
　サービス
○施設サービス

居宅（施設）
サービス計画

要介護１～５

予防給付
（要支援１・２） 総合事業

（要支援１・２、チェックリスト対象者）
訪問型サービス、通所型サービス等

変
更
な
し

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す
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介護予防・日常生活支援

●介護予防・生活支援サービス事業（要支援1・2、チェックリスト該当者）
　※ご利用にはケアプランの作成が必要です。

事　業　名 内　　　容

訪 問 型
サ ー ビ ス

従来型サービス 予防訪問介護事業所による現状と同様のサービス

基準緩和型サービス 予防訪問介護事業所の緩和した基準によるサービス

シルバーお助けサービス シルバー人材センターによる家事援助などのサービス

栄養改善個別指導 管理栄養士による指導を3月で1クールとして実施

通 所 型
サ ー ビ ス

従来型サービス 予防通所介護事業所による現状と同様のサービス

基準緩和型サービス 予防通所介護事業所の緩和した基準によるサービス

筋力向上トレーニング 筋力アップを目指したトレーニングを3か月12回で実施

その他の生活
支援サービス

栄養改善を目的とした配食 委託業者による高カロリーな配食サービスを実施

●一般介護予防事業（65歳以上の方）
　※送迎はありません

事　業　名 内　　　容

転倒骨折予防教室
３地区で実施。１年（12回）後に、自主グループとしての活動へ移行が前提。
無料

プールDE筋トレ教室 ふれあい館プールでの水中筋トレ教室。１クール３回で入浴も無料

脳力アップトレーニング 南河内公民館で週１回。いつからでも参加可の運動と脳トレ。１回200円

ふれあいサロン陽だまり
仁良川コミュニティセンターで週２回。介護予防運動も実施。昼食代とし
て１回500円

しもつけ元気はつらつ体操 自分の体力に合わせた「おもり」を使った体操。無料。実施希望団体を募集中

◆地域の相談窓口「地域包括支援センター」を利用しましょう
　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けるこ
とができるように、必要な援助・支援を行う総合相談窓口です。主任ケアマネジャー・社会
福祉士・保健師等が、皆さんの生活を支える役割を担っています。

名　　称 場　　所 電　　話

地域包括支援センター　みなみかわち 南河内児童館内 ４４－３００２

地域包括支援センター　こくぶんじ ゆうゆう館 ４３－１２２９

地域包括支援センター　いしばし きらら館 ５１－０６３３

■問い合わせ先 高齢福祉課（きらら館） ☎５２－１１１５
 地域包括支援センターみなみかわち（基幹型） ☎４４－３００２

Shimotsuke
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健康増進課　☎（５２）１１１６問い合わせ先

■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

Shimotsuke
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乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ

症
候
群
と
赤
ち
ゃ
ん

の「
泣
き
」へ
の
理
解

と
対
処
の
た
め
に

　

赤
ち
ゃ
ん
は
泣
く
の
が
仕
事

で
す
。
無
理
に
泣
き
や
ま
せ
よ

う
と
、
は
げ
し
く
揺
さ
ぶ
っ
て

し
ま
う
と「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら

れ
症
候
群
」と
い
う
重
大
な
後
遺

症
が
残
る
可
能
性
が
あ
り
、
最

悪
の
場
合
、
死
に
い
た
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
口

を
ふ
さ
い
だ
り
、
は
げ
し
く
揺

さ
ぶ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
、

家
族
や
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を

す
る
全
て
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
近
所

に
も
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
の
特
徴

を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

の
予
防
と
赤
ち
ゃ
ん
の「
泣
き
」

へ
の
対
処
法
の
動
画
を
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

■
厚
生
労
働
省
Ｄ
Ｖ
Ｄ
動
画

「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
」

他http:/w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

stf/houdou/0000030718.
htm
l

お　

知　

ら　

せ

フ
ッ
素
塗
布

　
　

・
歯
の
相
談

■
日
時

　

２
月
21
㈰

　

午
前
９
時
〜
11
時

■
場
所

　

き
ら
ら
館

■
対
象

　

下
野
市
民
の
年
中
児
〜
小
学

２
年
生（
平
成
19
年
４
月
２
日

〜
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）

■
料
金　

無
料

■
注
意

※ 

受
付
時
間
・
対
象
年
齢
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

歯
を
磨
い
て
か
ら
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

※ 

フ
ッ
素
塗
布
30
分
間
は
飲
食

で
き
ま
せ
ん
。

※ 

当
日
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

も
実
施
し
ま
す
。

※ 

発
熱
・
せ
き
・
体
調
の
悪
い

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
案
内

　

フ
ッ
素
塗
布
後
に
、
歯
科
医

師
に
よ
る
歯
科
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

特
定
不
妊
治
療
費
の

助
成
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
、
初
め
て
助

成
を
受
け
る
際
の
治
療
開
始
時

の
妻
の
年
齢
に
よ
っ
て
助
成
回

数
の
取
扱
い
が
次
の
と
お
り
変

更
さ
れ
ま
す
。（
人
工
授
精
の

助
成
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り

で
す
）。

・
40
歳
未
満
の
方

　

43
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算
６

回
ま
で

・
40
歳
以
上
43
歳
未
満
の
方

　

43
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算
３

回
ま
で

・
43
歳
以
上
の
方

　

助
成
な
し

※ 

通
算
助
成
回
数
の
上
限
に
達

し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
妻

の
年
齢
が
43
歳
以
降
で
開
始

し
た
治
療
は
助
成
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

※ 

通
算
回
数
は
平
成
27
年
度
ま

で
に
助
成
を
受
け
た
回
数
も

含
み
ま
す
。

※ 

当
該
治
療
開
始
時
の
年
齢
で

は
な
く
、
通
算
１
回
目
の
助

成
を
受
け
た
際
の
治
療
開
始

時
の
年
齢
で
す
。

朝
食
、
毎
日
食
べ
て

い
ま
す
か
？

　
「
平
成
23
年
度
市
民
の
健
康

と
生
活
習
慣
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」に
よ
る
と
、
市

民
の
朝
食
欠
食
者
の
割
合
は
男

性
19
・
４
％
、
女
性
11
・
３
％
で
、

特
に
20
・
30
歳
代
の
欠
食
者
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
食
を
食
べ
て
い
る

方
に
比
べ
て
、
朝
食
欠
食
者
は

肥
満
者
の
割
合
が
高
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
午
前
中
の
脳

の
働
き
が
悪
い
、
体
温
が
上
が
ら

な
い
、
便
通
が
悪
い
等
の
影
響
も

あ
り
ま
す
。

●
朝
食
を
食
べ
る
た
め
に
は

① 

今
よ
り
少
し
早
寝
早
起
き
を

し
、
朝
食
を
食
べ
る
時
間
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

② 

夕
食
を
早
め
に
食
べ
る
よ
う
に

し
、
遅
く
な
る
時
に
は
軽
く
済

ま
せ
、
そ
の
分
を
朝
食
に
食
べ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

時
間
が
無
く
て
も
す
ぐ
に
食

べ
ら
れ
る
手
軽
な
も
の
を
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
毎
日
食
べ
て
い
る
方
は
、
不

足
し
が
ち
な
野
菜
料
理
を
１
品

足
す
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
も
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション



ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に
つ
い
て

も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
24
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
〜
）

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
27
年
８
月
・

９
月
生
ま
れ
の
児
を
持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

母
子
手
帳

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

自
分
や
家
族
の
健
康
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
み
よ
う

・
野
菜
料
理
の
試
食

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

・
血
圧
測
定

■
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

要
介
護
者
の
た
め
の

口
腔
ケ
ア
講
座

〜
口
か
ら
元
気
！
家
族
み
ん
な

で
で
き
る
口
腔
ケ
ア
〜

■
日
時　

２
月
28
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

小
山
市
立
小
山
文
化

セ
ン
タ
ー　

小
ホ
ー
ル

■
講
師　

田
村　

文
誉
先
生

　
（
日
本
歯
科
大
学
口
腔
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ

ニ
ッ
ク　

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科　

科
長
）

■
演
題

　
「
要
介
護
者
の
た
め
の
家
族

が
で
き
る
日
常
の
口
腔
ケ
ア
」

■
主
催　

一
般
社
団
法
人
小
山

歯
科
医
師
会

■
後
援　

　

小
山
地
区
医
師
会
・
野
木
町
・

小
山
市
・
下
野
市

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
歯
科
医
師
会
事
務
所

　

☎（
39
）７
２
９
０

※
月
〜
金　

正
午
〜
４
時

タ
ー
ゆ
り
か
ご（
あ
お
ば
保
育

園
内
）

※ 

注
意
事
項　
「
ゆ
り
か
ご
」を

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
防
犯
対
策
の
た
め
に
入

館
者
登
録（
名
札
代
）３
１
０

円
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で

も
随
時
保
育
士
が
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

育
児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

■
日
程　

２
月
25
日
㈭
・
３
月

10
日
㈭
※
月
１
回
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分

〜
11
時（
実
施
は
11
時
30
分
ま
で
）

■
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員　

保
健
師
・
助
産
師
・

管
理
栄
養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※ 

受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち

た
、
体
や
頭
が
重
い
」な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い

思
い
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ

ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を

実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

３
月
15
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※ 

３
月
８
日（
火
）ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
巡
回
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　

２
月
22
日
㈪

※
偶
数
月
に
実
施
予
定

■
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の

提
出
に
つ
い
て

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン

ト
数
が
５
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
っ
た

方
は
、
２
月
１
日
㈪
か
ら
２
月

29
日
㈪
ま
で
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
健
康
増
進
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
は
、
必

ず
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
方
に
道
の

駅
商
品
券（
１
，０
０
０
円
）を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
提
出
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

下
古
山
１
２
２
０

相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

Shimotsuke
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夜
間
や
休
日
に
「
日
中
よ
り

も
空
い
て
い
る
」「
仕
事
を
休

ま
な
い
で
す
む
」
な
ど
の
理
由

で
救
急
医
療
機
関
を
受
診
す
る

と
、
本
当
に
治
療
が
必
要
な
患

者
さ
ん
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
救
急
医
療
の
現
状
を

知
り
、
今
後
、
救
急
医
療
を
充

実
す
る
た
め
に
、
医
療
機
関
・

市
民
・
行
政
が
相
互
の
理
解
を

深
め
、
問
題
を
共
有
し
、
何
を

す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

２
月
21
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
会
場　

国
分
寺
公
民
館

■
講
演

第
１
部

テ
ー
マ
「
か
か
り
つ
け
医
は
な

ぜ
必
要
な
の
か
」

講
師　

つ
る
か
め
診
療
所

　
　
　

鶴
岡
優
子
氏

第
２
部

テ
ー
マ
「
自
分
が
変
わ
る
と
地

域
が
変
わ
り
、
地
域
が
変
わ
る

と
医
療
が
変
わ
る
」

講
師　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

地
域
医
療

を
育
て
る
会

　
　
　

理
事
長　

藤
本
晴
枝
氏

■
参
加
費　

無
料
、
申
込
不
要

■
託
児　

希
望
さ
れ
る
方
は
、

２
月
16
日
㈫
ま
で
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

■
主
催　

下
野
市

■
後
援　

小
山
地
区
医
師
会
、

下
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、

下
野
市
幼
稚
園
連
合
会

ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室

　

健
診
結
果
で
ち
ょ
っ
と
高
め

の
項
目
が
あ
っ
た
ら
要
注
意
！ 

　

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
り
、

無
理
の
な
い
運
動
と
食
生
活
の

改
善
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

３
月
18
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

30
分（
受
付
：
午
前
９
時
10
分
〜
）

■
会
場　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
診

を
受
診
し
た
74
歳
以
下
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上（
肥
満
）の
方

② 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
方

■
内
容

・ 
打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

・ 
自
分
の
食
生
活
、
何
が
問
題
？

・ 

室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の
実
践

・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物

　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

３
月
11
日
㈮

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
講
座

　
女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教
室

で
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
、

自
分
を
見
つ
め
な
お
し
、
体
と
心
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

３
月
２
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
15
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
〜
）

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者　

下
野
市
民
の
30
・

40
・
50
歳
代
の
女
性

■
内
容

・ 

自
分
の
健
康
を
見
直
し
て
み
よ
う
！

・ 

し
な
や
か
な
美
し
い
か
ら
だ

作
り
（
コ
ア
ト
レ
）

※ 

10
月
に
参
加
さ
れ
た
方
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
水
か
お

茶
）、
運
動
可
能
な
服
装

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
方
法

　

２
月
24
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た

は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

２
月
は
全
国
生
活
習
慣
病
予
防

月
間
で
す

　

生
活
習
慣
病
（
心
臓
血
管
疾
患
、

糖
尿
病
、
脳
血
管
疾
患
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
）
と

歯
周
病
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？
歯
周
病
は
歯
ぐ

き
や
骨
が
壊
さ
れ
て
い
く
病
気
で
、

最
後
に
は
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。
日
本
人
の
40
歳
以
上
の

約
８
割
が
こ
の
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
慢
性

的
に
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
、

生
活
習
慣
病
に
か
か
る
危
険
性
が

高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
む
し
歯
や
歯
周
病
は
初

期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
少
な

い
た
め
に
放
置
さ
れ
や
す
く
、
痛

み
な
ど
の
症
状
が
出
る
頃
に
は
長

い
治
療
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
で
す
。

　

む
し
歯
・
歯
周
病
の
予
防
に
は

歯
磨
き
が
と
て
も
大
切
で
す
。
歯

の
磨
き
方
は
歯
並
び
や
歯
周
病
の

程
度
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
定
期

的
に
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
の

指
導
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

救
急
医
療
を
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.2
24



〇
が
ん
検
診
受
診
率

　

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
方
は
毎
年
徐
々

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
併
用
検
診
を
実
施
し

て
お
り
、
検
診
結
果
に
異
常
が
な
か
っ
た

方
は
次
回
の
検
診
が
3
年
後
と
な
る
た
め
、

平
成
25
・
26
年
度
は
受
診
率
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

（%）（%）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

平成26年度平成25年度平成24年度

胃ハイリスク

前立腺がん

乳がん

子宮頸がん

大腸がん

肺がん

胃がん
46.346.3
48.648.6

45.645.6

31.231.2

41.441.4

29.529.5

29.129.1
18.318.3

41.941.9
44.444.4

47.447.4

29.929.9

18.418.4

13.313.3

12.912.9

43.943.9
43.843.8

19.719.7

13.813.8

7.97.9

胃ハイリスク

（%）（%）

50

60

70

80

90

100

平成25年度平成24年度

前立腺がん

乳がん

子宮頸がん

大腸がん

肺がん

胃がん

89.989.9

86.586.5
85.385.3
84.684.6

71.671.6

65.365.3

86.986.9

平成26年度

95.495.4 96.796.7

88.688.6

85.585.5
85.785.7

77.377.3
83.983.9

70.970.9

93.693.6
87.787.7

83.783.7

79.179.1

67.367.3

ま
す
。
自
分
の
た
め
、
身
近
な
人
の
た
め

に
も
検
診
は
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。
も
し

精
密
検
査
に
な
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
受
診
率

　

特
定
健
康
診
査
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満

に
着
目
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
必
要

の
あ
る
方
を
抽
出
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

該
当
し
た
方
に
は
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
生
活
習
慣
を
見
な
お
す
保

健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
健
康
診
査

〇
精
密
検
査
受
診
率
・
が
ん
発
見
者
数

　

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
、
完

治
の
可
能
性
も
高
く
な
り
、
治
療
に
要
す

る
費
用
や
時
間
な
ど
の
負
担
も
軽
く
な
り

を
受
け
る
こ
と
は
個
人
が
生
活
習
慣
を
振

り
返
る
う
え
で
絶
好
の
機
会
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
は
、
体
の

異
常
を
見
つ
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
将
来

的
な
生
活
習
慣
病
発
症
の
リ
ス
ク
を
見
つ

け
だ
す
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

健
や
か
な
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
、
年
に

一
度
は
健
康
診
査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

が
ん
検
診
に
関
す
る
こ
と

　

健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

に
関
す
る
こ
と

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
６

各
種
健
康
診
査（
検
診
）の
受
診
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

（人）（人）
平成24年度平成24年度

平成25年度平成25年度

平成26年度平成26年度

0

4

8

6

2

12

14

16

10

18

胃がん

3333 33

肺がん

66 66

33

大腸がん

15151515

88

子宮頸がん

55

22 22

乳がん

55

1313

66

前立腺がん

1010

1616

1414

胃ハイリスク
（平成25年から実施）

2222

（%）（%）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

内人間ドック受診率
（特定）

後期高齢者健診受診率

特定健診受診率

平成26年度平成25年度平成24年度

39.039.039.439.4

33.433.4

41.041.0

33.333.3
35.135.1

4.34.33.93.9
4.64.6

がん検診受診率

精密検査受診率

がん発見者数
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
医
療
行

為
と
し
て
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
が
広

く
普
及
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
に
は
、
全
身
を
支
え
る
土
台

で
あ
る
足
の
機
能
を
見
直
す
こ

と
で
、
全
身
の
病
気
を
予
防
、

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
考
え
方
が
浸
透
し
て
い
る
か

ら
だ
と
考
え
ま
す
。
日
本
で
も
、

厚
生
労
働
省
は
、
足
の
爪
や
指

の
ケ
ア
を
介
護
予
防
事
業
に
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

毎
日
で
き
る
足
の
お
手
入
れ
を

人
間
、
難
し
い
こ
と
は
続
き

ま
せ
ん
。
で
も
、
毎
日
お
風
呂

上
が
り
に
き
ち
ん
と
足
を
指
の

間
ま
で
拭
き
、
爪
切
り
を
こ
ま

め
に
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
で

す
か
。
保
湿
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

す
る
だ
け
で
も
、
続
け
て
い
け

ば
効
果
的
で
す
。
在
宅
療
養
を

し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
家
族

が
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
あ
げ

る
こ
と
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
も

期
待
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
や
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

健
康
は
足
元
か
ら
。
寒
い
季

節
は
特
に
足
を
お
大
事
に
。

参
考
資
料

　

 

厚
生
労
働
省
：
平
成
25
年
度

国
民
生
活
基
礎
調
査
・
平
成

26
年
度
人
口
動
態
統
計

　

 

野
村
総
合
研
究
所
：
転
倒
と

ケ
ガ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査

さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
筋
力
ア
ッ

プ
な
ど
で
汗
を
流
し
て
頑
張
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
を
見
か
け

る
と
、「
頑
張
っ
て
〜
」
と
こ
っ

そ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。
で
も
、

意
外
と
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
、

足
の
ケ
ア
で
す
。
人
間
は
足
の

裏
と
足
指
を
地
面
に
シ
ッ
カ
リ

と
着
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
定

し
た
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
足
の
爪
が
割
れ
て
い
た
り
、

タ
コ
が
で
き
て
い
た
り
、
か
か

と
が
割
れ
て
い
た
り
、
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
転
倒
し
や
す
い
状
態
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
方

で
、爪
白
癬
（
い
わ
ゆ
る
爪
水
虫
）

と
な
っ
て
る
方
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
治
療
し
な
い
と
だ
ん
だ

ん
爪
が
厚
く
、
そ
し
て
も
ろ
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
爪
が
し
っ

か
り
し
な
い
と
、
指
先
に
力
が

入
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
皆
様
ご
存
知
の
介

護
保
険
で
は
、
骨
折
や
転
倒
は
、

要
介
護
状
態
に
な
る
原
因
の
第

４
位
、
要
支
援
状
態
と
な
る
原

因
の
第
３
位
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
参
照
）。
つ
ま
り
、
転
倒
や

骨
折
を
し
な
れ
ば
、
身
の
回
り

の
こ
と
が
で
き
て
、
旅
行
な
ど

も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
転
倒
や
転
落
事
故

で
死
亡
す
る
人
が
、
全
国
で
約

８
千
人
、
交
通
事
故
で
亡
く
な

る
方
が
５
千
７
百
人
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
軽
視
で
き
な

い
出
来
事
で
す
。
と
に
か
く
転

倒
し
な
い
こ
と
が
健
康
寿
命
を

延
ば
す
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

足
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
に
な
る
と
、
筋
力
が
低
下
し

た
り
、
膝
や
腰
が
痛
か
っ
た
り

し
て
、
歩
行
や
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

も
の
が
見
え
づ
ら
く
な
る
こ
と

も
転
倒
の
要
因
で
す
。
お
薬
の

影
響
で
ふ
ら
つ
き
や
す
い
方
も

い
ま
す
。
転
倒
予
防
教
室
な
ど
、

各
地
で
転
倒
予
防
運
動
が
推
進

医
療
コ
ラ
ム　

国
保
で
わ
か
る
！
健
康
安
心
！ 

●

「
転
ば
ぬ
先
の
…
足
の
お
手
入
れ
」

獨
協
医
科
大
学　

准
教
授　

種
市　

ひ
ろ
み

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
。
今
日
は
、

転
倒
と
医
療
費
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

転
倒
し
な
け
れ
ば

高
齢
者
に
と
っ
て
転
倒
は
、

骨
折
に
繋
が
る
恐
ろ
し
い
出
来

事
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
５

人
に
一
人
が
年
に
１
回
以
上
転

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
調

査
で
60
歳
代
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
転
倒
し

た
人
の
８
人
に
一
人
が
骨
折
し

て
い
ま
し
た
。

医
療
費
か
ら
見
る
と
、
例
え

ば
骨
折
に
か
か
る
医
療
費
は
医

療
費
全
体
の
約
２
％
で
す
。「
な

〜
ん
だ
、
そ
ん
な
も
の
な
の
？
」

と
お
思
い
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
見
え

な
い
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
す
。
転
倒
や
骨
折
が
き
っ
か

け
で
、
寝
込
む
よ
う
に
な
っ
た

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
寝
込

む
よ
う
に
な
る
と
、
肺
炎
を
は

じ
め
と
す
る
命
に
か
か
わ
る
よ

う
な
病
気
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

（表）　介護が必要になった主な原因

要介護者 要支援者

第１位 脳血管疾患（脳卒中）　21.7％ 関節疾患　20.7％

第２位 認知症　21.4％ 高齢による衰弱　15.4％

第３位 高齢による衰弱　12.6％ 骨折・転倒　14.6％

■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116
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下
野
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

（
第
二
次
）に
つ
い
て

　

下
野
市
で
は
、
平
成
20
年
に

「
下
野
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、
生
涯
学
習
の
推
進
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
計
画
期
間

が
平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
た

め
、
下
野
市
長
（
生
涯
学
習
推
進

本
部
長
）
か
ら
下
野
市
生
涯
学
習

推
進
協
議
会
に
対
し
て
、
第
二
次

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の

意
見
を
踏
ま
え
た
提
言
を
求
め

る
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
生
涯
学
習
推

進
協
議
会
は
、
計
６
回
の
審
議

に
よ
り
検
討
を
重
ね
、
12
月
21

日
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
答
申
に
基
づ
く
計
画

案
を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
３
月
末

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

下
野
市「
ひ
と
・
ま
ち
づ
く

り
講
演
会
」を
開
催
し
ま
す

　

市
は
、
市
民
と
行
政
が
一
緒

に
ま
ち
の
未
来
を
創
造
し
て
い

く
「
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
講
演

会
は
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
加
を
応
援
す
る
た
め
に
平

成
25
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

講
演
で
は
、
現
代
社
会
の
課

題
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

に
な
る
の
か
を
事
例
を
交
え
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

す
で
に
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
方

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
演
題

　
「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
」（
仮
）

組
合
が
講
師
と
な
り
、
花
植
え
、

樹
木
管
理
、
害
虫
対
策
等
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
市
の
緑
化

環
境
を
知
り
尽
く
し
た
専
門
家

に
よ
る
講
習
に
、
毎
回
受
講
者

か
ら
た
く
さ
ん
の
質
問
が
挙
が

り
ま
し
た
。

下
野
市
人
権
教
育
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た

　

今
年
度
は「
報
道（
メ
デ
ィ
ア
）

と
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
、
12
月

12
日
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

■
日
時
・
場
所

　

３
月
5
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
定
員　
１
５
０
名（
入
場
無
料
）

■
講
師　

宇
都
宮
大
学
地
域
連

携
研
究
セ
ン
タ
ー　

特
任
准
教
授

　

石
井　

大
一
朗　

氏

（
平
成
28
年
4
月
か
ら
新
学
部

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

し
も
つ
け
花
と
緑
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
を
閉
講
し

ま
し
た

　

こ
の
講
座
は
、
花
や
庭
木
の

正
し
い
管
理
知
識
と
技
術
を
身

に
つ
け
、
趣
味
や
公
共
の
緑
化

活
動
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に

全
５
回
開
催
し
ま
し
た
。
全

講
座
と
も
市
造
園
建
設
業
協
同

ン
サ
ー
の
薮や
ぶ
も
と本
雅ま
さ
こ子
氏
を
講
師

に
迎
え
、
ご
自
身
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
時
代
の
悩
み
や
、
記
者
と

し
て
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
差
別

問
題
に
対
す
る
取
材
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
経
験
を
基
に
、

報
道
の
責
任
や
日
本
の
人
権
問

題
の
根
底
に
あ
る
差
別
意
識
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。パ

ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　

○
３
月
７
日
㈪

　

○
４
月
４
日
㈪

　

午
後
１
時
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課
☎（
52
）１
１
１
９

答申書を手渡す島田会長と小島副会長

講座のようす
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● 「燃やせるごみ」を入れる袋が、透明または半
透明のポリ袋に変わります

　※ 生ごみや紙くずなどは現在、紙袋でお出しいただいていていま
すが、４月以降は透明または半透明のポリ袋でお出しください。
ただし、当分の間は、現在お使いの紙袋もご使用いただけます。

●「ビニ・プラ」が「プラ容器包装」に変わります
　※ 現在「ビニ・プラ」の日にお出しいただいているビニールや軟質プラスチック類のごみは、４月以降は「プラ
容器包装」の日にお出しください。これらの分類の仕方についてはこれまでとほとんど変わりませんが、「プ
ラ容器包装」に出せるごみの目印として“プラマーク”の有無をご確認ください。（※詳しくは次のページを
ご覧ください。）

変更点①　ごみの収集・分別の一部が次のとおり変わります

変更点②　個人でごみを直接持ち込む先が一部変わります

　平成28年度から、小山広域保健衛生組合南部清掃センター（野木町）、小山中央エネルギー回収施設（小山市）
の供用開始により、柴の北部清掃センターの稼働が３月末で終了となります。また、これに伴い、南河内・国
分寺地区にお住まいの方について、４月からの収集・分別及びごみの直接搬入先の一部が次のとおり変更にな
ります。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

４月からのごみ収集等の変更について南河内・国分寺地区に
お住まいの方へ

● 北部清掃センターの稼働が終了するため、直接搬入先が一部変わります
　現在、生ごみ等の「燃やせるごみ」や布団・木製いすなどの「可燃系粗大ごみ」については、北部清掃セン
ターにおいて個人での直接のお持ち込みを受け付けていますが、３月末で同センターが稼働終了となるため、４
月からはこれらのごみの直接搬入先が中央清掃センターに変わります。また、「剪定枝」と「ビニ・プラ」（４月
からは「プラ容器包装」）については、現在の直接搬入先は中央清掃センターですが、これらについては４月か
らは南部清掃センターに変わります。
（※不燃ごみ・資源物・不燃系粗大ごみの直接搬入先は、これまでどおり中央清掃センターで変わりません）

中央清掃センター 南部清掃センター
小山市塩沢576-15　☎0285(24）3194 野木町大字南赤塚1513-2　☎0280(33)3310

中央清掃センター

南部清掃センター

➡

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.2
28



南河内・国分寺地区にお住まいの方へ

４月から、ビニール・プラスチック類のごみを出す日が
『ビニプラ』の日から『プラ容器包装』の日に変わります!

現在、南河内・国分寺地区にお住まいの方には、ビニールや軟質プラスチック類ごみを「ビニ・プ
ラ」の日にお出しいただいていますが、来年４月からこの「ビニ・プラ」という名称を「プラ容器包装」
と改めます。
これらのビニールやプラスチック類については、正しく分別いただいたうえ、透明または半透明の
ポリ袋により「プラ容器包装」の日にお出しくださるようお願いします。

食料品や日用品などの商品が販売されるときに使われているプラ
スチック製の入れ物（容器）や包んだもの（包装）のことで、中身（商
品）を使った後は“ごみ”となってしまう物です。
主なものは、レジ袋、商品の包装フィルム、生鮮食料品のトレイ、
カップ麺の容器、シャンプーや洗剤のボトルなどで、現在ビニ・プ
ラとしてお出しいただいているものとほぼ一緒ですが、右の“プラ
マーク”を目印に分別をお願いします。
対象品目は主に以下のようなものです。

※ 上に挙げたもののうち、洗剤ボトルやペットボトルのキャップなどの硬質プラスチック類は、現在は
不燃ごみでお出しいただいていますが、“プラマーク”が表示されたこれらのごみはプラスチック製
容器包装に該当しますので、４月以降は「プラ容器包装」の日にお出
しください。
　 　また、文房具やおもちゃ類、ＣＤ・ＤＶＤやビデオテープなど、プ
ラスチック製の商品そのものについては「容器包装」ではありません
ので、４月以降は「燃やせるごみ」でお出しください。「プラ容器包装」
でお出しいただくものは、あくまでも“プラマーク”の表示があるも
のです。

食品の残りなどが付着し、
洗っても汚れがとれない
プラスチックは、リサイ
クルの過程において支障
が生じますので『燃やせ
るごみ』でお出しください。

　プラ容器包装（プラスチック製容器包装）とは？

　プラ容器包装として分別いただく主なもの

■袋類 ■フィルム・ラップ類 ■ボトル類 ■カップ・パック類

■ふた類 ■トレイ類 ■発泡スチロール製の
　緩衝剤等 ご注意ください！

このマークが目印です

燃やせるごみでお出しください

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.2
29



の
方
へ
の
周
知

■
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
の
締
切
り

　

２
月
29
日
㈪
必
着

■
選
考
方
法

応
募
書
類
を
も
と
に
選
考
委

員
会
が
選
考
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
０

－

８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
１

－

１

－

20

栃
木
県
環
境
森
林
部

地
球
温
暖
化
対
策
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
６
２

　

 
chikyu-ondanka@

pref.
tochigi.lg.jp

ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
で
！

市
で
は
、「
下
野
市
環
境
美
化

条
例
」
に
よ
り
、
空
き
缶
や
タ
バ

コ
等
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
は
不
法
投
棄
で
あ

り
、
犯
罪
で
す
。
ま
た
、
歩
き

タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

は
、
火
傷
や
火
災
の
原
因
と
な
る

非
常
に
危
険
な
行
為
で
す
。
ご
み

は
責
任
を
持
っ
て
ゴ
ミ
箱
に
捨

て
ま
し
ょ
う
。

「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」を
募
集
し
ま
す

「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
」
は
、
日
常
生
活
の
中
で

身
近
な
エ
コ
活
動
や
環
境
に
配

慮
し
た
行
動
を
し
、仲
間
、行
政
、

企
業
等
と
連
携
し
て
、
地
域
に

お
け
る
温
暖
化
防
止
等
の
普
及

啓
発
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
く
方
た
ち
で
す
。

こ
の
度
、
平
成
28
年
度
「
栃

木
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
多
く

の
県
民
の
皆
様
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
活
動
内
容

温
暖
化
防
止
、
環
境
学
習
等

の
推
進
や
、
市
町
・
県
等
と
連
携

し
た
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
等

■
活
動
例

① 

自
治
会
、
子
供
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
，

小
中
学
校
な
ど
の
地
域
に
お

け
る
環
境
学
習
講
座
の
支
援

や
体
験
授
業
の
実
施
ま
た
は

補
助

② 

市
町
等
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
へ
の
環
境
に
係
る
出
展

ま
た
は
当
日
の
お
手
伝
い

③ 

県
が
推
進
す
る
学
校
で
の
環

境
学
習
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
へ
の
参
加

や
ご
近
所
や
お
友
達
、
職
場

私たちの生活と化学物質
　皆さんは、それらの化学物質の取扱方法や安全性に不安を抱いたことはありませんか？
　私たちはたくさんの化学物質を利用して生活しています。身のまわりを見まわしてみると、食品、自動車、
洗剤、化粧品、医薬品等、様々なところに利用されていることに気付くと思います。
　私たちは何をしたらよいのでしょうか？

取組その②
　「化学物質に関する情報を収集し、リスクと有用性を理解する。」
●この製品に含まれている○○○ってどんな物質なんだろう？
●この化学物質は本当に必要なの？
●この製品は安全なのだろうか？
・ 情報を収集する際には、複数の情報源から情報を得るようにしましょう。偏った意見に惑わされ
ないように、複数の視点からの情報を基にして自分の考えを持つ
ようにしましょう。

・ あらゆるものが化学物質からできています。化学物質なしには私
たちの生活は成り立ちません。化学物質のリスクと有用性を知り、
上手につきあっていくことが必要です。

・ 身のまわりの化学物質や製品に関して、まずは表示ラベルや取扱
説明書などを確認してみましょう。

■この記事に関する問い合わせ先
　環境課
　☎（40）５５５９

化学物質化学物質についてについて理解理解をを深深めるためにめるために  （3回連載）（3回連載）

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.2
30



こ
の
ご
み
ど
う
や
っ
て

出
し
た
ら
い
い
の
？

<

紙
パ
ッ
ク
編>

Ｑ　

牛
乳
パ
ッ
ク
と
ジ
ュ
ー
ス

の
紙
パ
ッ
ク
、
出
し
方
に
違
い

は
あ
る
の
？

Ａ　

内
側
が
白
色
で
あ
れ
ば
、

同
様
に
洗
っ
て
開
い
て
乾
か
し
、

新
聞
・
雑
紙
と
は
別
に
束
ね
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ア
ル
ミ
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
燃

え
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。
紙
パ
ッ
ク
は
と
て
も
良
質

な
パ
ル
プ
資
源
で
す
の
で
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
リ
ッ

ト
ル
の
紙
パ
ッ
ク
30
枚
か
ら
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
５
ロ
ー
ル

が
作
れ
ま
す
。

■
分
別
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

使
用
済
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
食
品
等
で
汚
れ
た
紙
、

ア
ル
ミ
箔
の
紙
、
防
水
加
工
さ

れ
た
紙
コ
ッ
プ
・
紙
皿
、
感
熱
紙
、

カ
ー
ボ
ン
紙
、
写
真
プ
リ
ン
ト

紙
、
シ
ー
ル
の
台
紙
、
圧
着
ハ

ガ
キ　

等
。

※ 

紙
ご
み
は
古
封
筒
に
入
れ
た

り
、
雑
誌
に
挟
む
な
ど
し
て
、

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

使
用
済
小
型
家
電
を

回
収
し
て
い
ま
す

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
小

型
家
電
品
等
を
、
市
内
４
か
所

で
回
収
し
て
い
ま
す
。
使
用
済

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
回
収
品
目

家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
、

次
に
あ
げ
る
よ
う
な
小
型
家
電

及
び
付
属
品
で
、
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
投
入
口
に
入
る
も
の

（
例
）携帯

電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
電
話
機
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ラ
ジ
オ
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
・
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
Ｈ
Ｄ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
、
音

楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー

ダ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
・
メ
モ

リ
ー
カ
ー
ド
、
電
子
辞
書
・
電

卓
、
電
子
体
温
計
・
電
子
血
圧
計
、

ゲ
ー
ム
機
（
携
帯
型
、据
置
型
）・

そ
の
他
の
電
気
玩
具 

、
カ
ー

ナ
ビ
・
カ
ー
ス
テ
レ
オ
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
・
電
気
カ
ミ
ソ
リ
・
電

動
歯
ブ
ラ
シ
、
懐
中
電
灯
、
時

計
等
、
及
び
こ
れ
ら
に
付
属
す

る
リ
モ
コ
ン
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
、

ケ
ー
ブ
ル
、
プ
ラ
グ
・
ジ
ャ
ッ
ク
、

充
電
器
等

■
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

市
役
所
石
橋
庁
舎
北
側
入
口

内
、
国
分
寺
庁
舎
入
口
内
、
南

河
内
図
書
館
入
口
内
、
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
入
口
内

■
注
意
事
項

・ 

一
般
家
庭
か
ら
出
た
も
の
に

限
り
ま
す
。
事
業
所
か
ら
出

た
小
型
家
電
は
対
象
外
で
す
。

・ 

家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ

ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
は

対
象
外
で
す
。

・ 

包
装
材
（
袋
、
箱
な
ど
）
か

ら
出
し
て
小
型
家
電
の
み
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

電
池
、
電
球
、
蛍
光
灯
な
ど

は
取
り
外
し
て
指
定
の
収
集

日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

・ 

携
帯
電
話
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
な
ど
、
個
人
情
報
が
記
録

さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
デ
ー
タ
を

消
去
し
て
く
だ
さ
い
。
消
去

で
き
な
い
場
合
は
専
門
店
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

一
度
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入

し
た
も
の
は
、
取
り
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

燃
や
せ
る
ご
み
を
減
ら

す
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
雑
紙
の
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

る
も
の
の
中
に
は
、
紙
類
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
分
別
す

る
だ
け
で
、
紙
類
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
、
大
き
な
減
量
と

資
源
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

れ
が
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減

に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

■
対
象
と
な
る
雑
紙
類
（
例
）

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、

は
が
き
、
封
筒
、
メ
モ
用
紙
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
プ
リ
ン
ト
、

折
り
紙
、画
用
紙
、菓
子
・
食
品
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
日
用

品
な
ど
の
紙
箱
、
包
装
紙
・
紙

袋　

等

※ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
も

の
は
「
塗
り
つ
ぶ
す
」「
切

り
取
り
可
燃
ご
み
で
出
す
」

な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。

※ 

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
化
し
た
紙
は
、

半
透
明
か
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.2
31



利
用
者
み
ん
な
の
協
力

で
清
潔
な
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
！

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利

用
者
全
員
の
協
力
に
よ
り
、
清

潔
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー

ル
を
守
っ
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○ 

行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
で
回
収
日

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
出
す
場
合
は
、
必
ず

カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
品
目
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
曜
日

で
も
週
に
よ
っ
て
収
集
品
目
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○ 

朝
８
時
ま
で
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。

ご
み
の
収
集
は
種
類
ご
と
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
も
の
が

残
っ
て
い
る
状
態
で
も
、
品
目

に
よ
っ
て
は
収
集
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
後
出

し
に
な
ら
な
い
よ
う
、
必
ず
朝

８
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
！ 

○ 

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
分
別
で

出
し
ま
し
ょ
う
。

正
し
く
分
別
が
さ
れ
て
い
な

い
と
、
ご
み
に
ル
ー
ル
違
反
の

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
回
収
さ
れ
ま

せ
ん
。
自
分
の
出
し
た
ご
み
に

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
置
か
れ
て

い
る
場
合
は
、
必
ず
一
旦
持
ち

帰
り
、行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家

庭
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出

し
方
」
を
再
度
確
認
し
て
出
し

直
し
て
く
だ
さ
い
。
不
安
な
場

合
や
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
環

境
課
に
確
認
し
て
か
ら
出
し
ま

し
ょ
う
。

○ 

自
分
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
た

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

特
別
な
ご
み
、
変
わ
っ
た
ご

み
を
出
し
た
と
き
は
、
回
収
さ

れ
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

地
域
で
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
間

で
決
め
た
ル
ー
ル
が
あ
れ
ば
、

き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

○ 

決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い

最
近
、
お
住
ま
い
の
地
区
以

外
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご

み
を
出
し
て
い
る
人
が
い
る
と

い
う
苦
情
が
届
い
て
い
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地
区

で
設
置
し
、
そ
の
地
区
に
お
住

ま
い
の
方
が
共
同
で
管
理
し
利

用
し
て
い
る
も
の
で
す
。
決
め

ら
れ
た
場
所
・
日
時
に
適
正
排

出
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ふ
ん
害
に
憤
慨

誰
も
が
、
犬
・
猫
が
好
き
と

は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
犬
・
猫
の
飼
い
方
は
誰
も

が
不
快
に
感
じ
ま
す
。

特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
犬
の
「
ふ
ん
」
の
後
処
理
で

す
。「
ふ
ん
」
の
処
理
は
飼
い
主

の
責
任
で
す
。
散
歩
中
は「
ふ
ん
」

を
片
付
け
る
道
具
を
携
帯
し
、「
ふ

ん
」
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
必

ず
自
宅
へ
持
ち
帰
り
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、最
近
で
は
猫
の
「
ふ
ん
」

に
関
す
る
苦
情
や
相
談
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。花
壇
に「
ふ

ん
」
を
し
た
り
、
荒
ら
し
た
り
と

困
っ
て
い
ま
す
。
猫
は
専
用
の
ト

イ
レ
を
用
意
し
、
決
ま
っ
た
場
所

で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

周
囲
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
飼
い
主
の
方
は
責
任
と
自

覚
を
も
っ
て
犬
・
猫
を
飼
い
ま

し
ょ
う
。
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
や
周
囲

の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な

く
、
楽
し
く
快
適
に
ペ
ッ
ト
と
暮

ら
し
ま
し
ょ
う
。

登
録
す
る
ワ
ン
！

犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の
こ

と
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

① 

現
在
居
住
し
て
い
る
市
区
町

村
に
飼
い
犬
の
登
録
を
す
る

こ
と

② 

飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
③ 

犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼

い
犬
に
装
着
す
る
こ
と

鑑
札
・
注
射
済
票
に
は
番
号

が
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
万
が
一

迷
子
に
な
っ
た
場
合
、
ど
こ
で

保
護
さ
れ
て
も
飼
い
主
に
連
絡

が
き
ま
す
。

市
で
は
、
毎
年
４
月
に
狂
犬

病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
登
録
済
の
飼
い
主
に

は
、
実
施
日
・
会
場
を
ハ
ガ
キ

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

※ 

そ
の
場
で
登
録
の
手
続
き
も

行
え
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲
っ
て

ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
Ｌ
Ｐ
用
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
・
佐

野
日
大
付
属
高
校
制
服
一
式
（
男
子
Ｍ

サ
イ
ズ
）・
佐
野
日
大
付
属
高
校
体
操

着
一
式
（
男
子
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
佐
野
日

大
付
属
高
校
靴
（
男
子
用
）・
宇
都
宮

東
高
校
体
操
着
一
式
（
女
子
Ｌ
サ
イ

ズ
）・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ボ
ト
ム
ス
３
点
（
ス

カ
ー
ト
Ｍ
〜
Ｌ
、
パ
ン
ツ
Ｌ
）・
緑
小

学
校
ジ
ャ
ー
ジ
（
上
下
１
３
０
㎝
）・

夏
用
半
ズ
ボ
ン
（
男
児
１
４
０
㎝
）・

上
着
長
袖
（
男
児
１
３
０
㎝
）
４
点
・

チ
ェ
ロ
キ
ー
３
点
・
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
・

す
の
こ
折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
（
腰
高
）・

ソ
フ
ト
ロ
ー
フ
ァ
ー
（
男
女
兼
用

１
９
㎝ 

Ｅ
Ｅ
Ｅ
）・
レ
イ
ン
コ
ー
ト
上

（
１
６
５
〜
１
８
５
㎝
， 

胴
囲 

７
５
〜

１
２
５
㎝
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
冷
蔵
庫
・
レ
コ
ー
ド
再
生
本
体
・
リ

フ
レ
の
水
着
（
女
児
１
４
０
㎝
）・
女

児
水
着
（
１
３
０
㎝
）・
国
分
寺
東
小

学
校
体
操
着
（
上
下
１
４
０
㎝
）・
鉄

棒
・
玩
具（
シ
ル
バ
ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
）・

玩
具
（
こ
え
だ
ち
ゃ
ん
）・
玩
具
（
プ

ラ
レ
ー
ル
）・
栃
木
商
業
高
等
学
校
女

子
制
服
一
式
・
高
校
生
用
教
科
書
（
学

校
・
教
科
問
わ
ず
）・
テ
レ
ビ
・
祇
園

小
学
校
体
操
着
・
栃
木
女
子
高
校
制
服

一
式
・
子
供
用
自
転
車
（
16
イ
ン
チ
以

下
）・
南
河
内
中
学
校
制
服
（
女
子
Ｌ

サ
イ
ズ
）・
乳
幼
児
用
プ
ラ
製
お
ま
ま

ご
と
セ
ッ
ト
・
石
橋
幼
稚
園
制
服
（
男

子
用
１
２
０
・
１
３
０
㎝
）・
女
子
用
洋

服
（
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）・
男
子
用

洋
服
（
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）・
ア
ン

パ
ン
マ
ン
の
お
も
ち
ゃ
・
緑
小
学
校

ジ
ャ
ー
ジ
（
上
下 

１
５
０
〜
１
６
０ 

㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
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ゴ
ル
フ
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎（
44
）４
４
３
３

ま
た
は
、
各
地
区
役
員
へ
参

加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

第
２
回
レ
デ
ィ
ー
ス
＆
シ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会

　

女
性
の
参
加
も
多
く
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
大
会
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
３
日
㈭

　

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

■
場
所

　

杉
ノ
郷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
費
用

　

プ
レ
ー
代
６
，５
０
０
円

　
（
昼
食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
付
き
）

　

参
加
費
１
０
０
０
円

■
定
員　

40
名

■
参
加
資
格

　

女
性
及
び
60
歳
以
上
の
男
性

■
申
込
期
限

　

２
月
25
日
㈭
締
切
り

５
㎞
高
校
生
以
上
（
女
子
）

　

第
１
位　

福
永　

真
弓

　

第
２
位　

大
塚　

愛
理

　

第
３
位　

清
水　

ひ
か
る

　

第
５
位　

石
橋　

順
子

　

第
６
位　

竹
井　

京
子

５
㎞
中
学
生
男
子

　

第
３
位　

伊
澤　

渚

　

第
４
位  

小
島　

悠
生

５
㎞
中
学
生
女
子

　

第
５
位　

木
村　

桜
華

 

５
㎞
小
学
生
男
子（
５
・
６
年
）

　

第
３
位　

小
野　

巨
樹

　

第
４
位　

海
老
原　

大
介

　

第
６
位　

梅
田　

宗
誠

 

２
㎞
小
学
生
男
子（
３
・
４
年
）

　

第
３
位　

森
山　

樹
羅

　

第
５
位　

千
住　

澪
央

　

第
６
位　

海
老
原　

康
介

 
２
㎞
小
学
生
女
子（
３
・
４
年
）

　

第
４
位　

海
老
原　

耶
々

 
１
㎞
親
子
ペ
ア
（
小
学
１
〜
２

年
生
と
そ
の
父
親
）

　

第
５
位　

海
老
原　
徹
・
気
吹

 

１
㎞
親
子
ペ
ア
（
小
学
１
〜
２

年
生
と
そ
の
母
親
）

　

第
４
位　

篠
原　

瞳
・
来
愛

☆
入
賞
者
の
方
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

体
育
協
会

走
り
初
め
！
第
10
回

天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会

(

通
算
42
回)

開
催

　

１
月
11
日
、
天
平
の
丘
公
園

を
会
場
と
し
て
「
第
10
回
天
平

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

約
２
，２
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
下
野
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

■
大
会
入
賞
者
（
下
野
市
在
住

者
・
敬
称
略
）

 

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
40
歳
以
上
（
女

子
）

　

第
４
位　

横
井　

里
子

　

第
５
位　

松
嵜　

朋
子

  

10
㎞
50
歳
以
上
59
歳
以
下
（
男

子
）

　

第
３
位　

北
野　

裕
之

  

10
㎞
高
校
生
以
上
39
歳
以
下
（
女

子
）

　

第
３
位　

柳
沼　

香
織

　

第
６
位　

荒
木　

沙
月

  

10
㎞
40
歳
以
上
（
女
子
）

　

第
１
位　

上
田　

美
代
子

 

５
㎞
高
校
生
以
上
49
歳
以
下
（
男

子
）

　

第
１
位　

篠
原　

寛
明

　

第
３
位　

出
口　

貴
之

 

５
㎞
50
歳
以
上
（
男
子
）

　

第
２
位　

諏
訪　

昌
幸
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活　

躍　

発　

表

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
星
功
賞
」受
賞

12
月
５
日
に
行
わ
れ
た
、
栃

木
陸
上
競
技
協
会
理
事
会
に
お

い
て
、
体
育
協
会
陸
上
競
技
部

部
長
の
江
田　

守
さ
ん
が
、
栃

木
県
の
小
学
生
・
中
学
生
陸
上

競
技
の
普
及
、
優
秀
選
手
の
育

成
に
功
績
が
あ
っ
た
指
導
者
に

対
し
て
贈
ら
れ
る
、「
星
功
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

江
田
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
４

月
に
国
分
寺
Ｒ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
を

立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
31
年
に

わ
た
り
小
学
生
の
指
導
に
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。

健
康
に
留
意
し
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
10
回
南
河
内
地
区

一
周
駅
伝
競
走
大
会

（
通
算
34
回
）

12
月
13
日
に
「
第
10
回
南
河

内
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
31
チ
ー
ム
総
勢

２
１
７
名
の
選
手
達
が
、
１
本

の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、

力
強
い
走
り
で
私
達
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
会
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
の
部　

９
チ
ー
ム

優　

勝　

 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
マ
ズ

ロ
ー

準
優
勝　

石
橋
高
校
野
球
部
Ａ

第
三
位　

石
橋
高
校
野
球
部
Ｂ

★
特
別
賞

「
が
ん
ば
れ
受
験
生
、
や
る
な

ら
今
で
賞
」

チ
ー
ム
受
験
生

■
中
学
生
の
部　

10
チ
ー
ム

優　

勝　

南
河
内
第
二
中
Ａ

準
優
勝　

 

国
分
寺
中
陸
上
競
技

部
Ａ

第
三
位　

南
河
内
第
二
中
Ｂ

★
特
別
賞

「
あ
と
３
秒
、お
し
か
っ
た
で
賞
」

　
　
　
　
　

石
橋
中
野
球
部
Ａ

「
思
い
出
作
り
が
出
来
た
で
賞
」

は
げ
し
いthey!!15

「
も
う
少
し
走
り
込
み
ま
賞
」

石
橋
中
学
校
陸
上
部
Ｂ

■
小
学
生
の
部　

６
チ
ー
ム

優　

勝　
 

吉
田
西
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

薬
師
寺
ス
ポ
ー
ツ

第
三
位　

 

石
橋
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

ク
ラ
ブ

★
特
別
賞

「
お
し
か
っ
た
で
賞
」

緑
小
学
校
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ

「
冬
の
間
に
走
り
込
み
ま
賞
」

祇
園
ラ
イ
タ
ー
ズ

■
オ
ー
プ
ン
の
部　

６
チ
ー
ム

優　

勝　

リ
フ
レ
愛
走
会
Ａ

準
優
勝　

リ
フ
レ
愛
走
会
Ｂ

第
三
位　

は
げ
し
いthey!!

★
特
別
賞

「
こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
賞
」

マ
ー
ラ
イ
オ
ン  

■
10
周
年
記
念
特
別
賞

　

国
分
寺
中
陸
上
競
技
部
Ｚ

　

那
須
だ
い
す
き
牛
乳

　

緑
小
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ

　

 

自
治
医
大
と
ち
ぎ
子
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
Ａ

　

石
橋
中
学
校
陸
上
部
Ａ

　

テ
ニ
ス
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当　

井
上

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

第
８
回
下
野
市
ク
ラ
ブ

対
抗
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時　

２
月
21
日
㈰

午
前
８
時
30
分
集
合
（
雨
天
時

は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

下
野
市
在
住
・
在

勤
の
方
を
２
名
以
上
含
む
チ
ー

ム
（
１
チ
ー
ム
４
〜
５
名
）

■
種
目　

一
般
男
子
団
体
戦
、

一
般
女
子
団
体
戦

　

男
子
、
女
子
と
も
ダ
ブ
ル
ス

２
組
の
対
抗
戦

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

４
，０

０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
申
し
込
み　

①
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
に
申
込
用
紙
提
出
②
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
の
申
込（
53
）７
１
１
５（
井

上
）
③
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

tennis_m
urao@

nifty.com

　

チ
ー
ム
名
、
代
表
者
連
絡
先
、

選
手
名
を
明
記
の
こ
と

　

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

http://hom
epage2.nifty.

com
/SCT

A
/

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.2
34



障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

平
成
25
年
度
に
「
障
が
い
者

の
方
達
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
機
会
を
作
ろ

う
」
と
い
う
提
案
の
も
と
検
討

を
重
ね
、
自
主
研
修
会
と
視
察

を
行
い
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

種
目
は
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ア

タ
ッ
ク
」「
風
船
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
」「
輪
投
げ
」「
卓
球
バ
レ
ー
」

「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
」
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、「
健
常
者
も
障

が
い
者
も
一
緒
に
楽
し
め
る
」

と
い
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
の

ひ
と
つ
と
し
て
い
ま
す
。
栃
木

県
内
で
も
例
の
少
な
い
事
業
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ

る
方
は
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

レ
フ
ェ
リ
ー
講
習
会

　

11
月
29
日
に
、
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
の
レ
フ
ェ
リ
ー
の

ジ
ャ
ッ
ジ
力
向
上
の
た
め
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
私
た

ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
た
ち
の

中
に
も
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
の
経
験
が
浅
い
者
が
い
る
の

が
実
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来

る
３
月
13
日
㈰
に
は
、「
下
野

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
大
会
２
０
１
６
」
が
控
え
て

い
ま
す
。
皆
様
に
よ
り
楽
し

く
プ
レ
ー
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

推
進
委
員
は
講
師
で
あ
る
栃
木

県
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

理
事
長　

田
村
先
生
の
一
挙
手

一
投
足
に
注
目
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
申
込
を
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
報
告

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
市

民
体
育
祭
・
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
・
下
野
市
南
河
内
地

区
一
周
駅
伝
競
走
大
会
等
の
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
運
営
を
ふ
ま
え
て
、
反
省

を
繰
り
返
し
、
次
年
度
で
は
よ

り
一
層
の
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月
５
日
の
県
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会
で

は
、
功
労
者
表
彰
で
４
名
の
委

員
が
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
。

午
前
10
時
10
分
〜
午
後
０
時

30
分

・ 

お
楽
し
み
ラ
ン
チ
交
流
会
：

午
後
０
時
50
分
〜

・
終
了
解
散
：
午
後
２
時

■
場
所

白
鷗
大
学
第
一
体
育
館
＆
大

学
レ
ス
ト
ラ
ン

■
募
集
対
象

下
野
市
在
住
・
在
勤
の
①
障

が
い
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

を
持
つ
方
②
一
般
健
常
者
の
方
、

③
サ
ポ
ー
タ
と
し
て
ご
支
援
い

た
だ
け
る
方

■
送
迎
バ
ス
（
障
が
い
者
対
象
）

当
日
は
石
橋
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
（
８
時
発
）、
南
河
内
公
民
館
、

国
分
寺
ゆ
う
ゆ
う
館
、
小
山
駅

西
口
経
由
白
鷗
大
学
（
９
時
着
）

ま
で
の
往
復
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
停
留
所
、
巡
回
時
刻
の
詳
細

は
申
込
書
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
。）

■
募
集
人
数

下
都
賀
地
区
で
約
２
０
０
名

■
参
加
費
（
当
日
徴
収
）

参
加
者
一
人
当
り
２
０
０
円

（
記
念
品
、昼
食
代
、保
険
代
）

障
が
い
者
も
一
緒
に
楽
し

む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国

分
寺
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ

ワ
イ
南
河
内
を
含
め
て
下
都
賀

地
区
で
活
動
し
て
い
る
10
の
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

協
働
事
業
と
し
て
障
が
い
者
と

健
常
者
が
一
緒
に
な
っ
て
や
さ

し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族

を
含
め
て
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時

２
月
14
日
㈰

・
受
付
開
始
：
午
前
９
時
〜
、

・
開
会
式
：
午
前
９
時
30
分

・
レ
ク
ゲ
ー
ム
：
午
前
９
時
45
分

・ 

や
さ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
（
体
験

３
種
目
、
交
流
２
種
目
）
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で
申
込

書
に
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

　

担
当　

近
藤

☎（
44
）０
８
４
９

火
・
水
・
木
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
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「下野市の見所・魅力を
もっと多くの人に知ってもらいたい！」と、しもサタトリオは応援歌を作ることに！
作詞も作曲も初めての体験の3人。まずは作詞から始めることにしました。
入れたいフレーズ・言葉を書き出す作業からはじめて、出てきた言葉を組み立てていきます。
「この言葉もいれたい！」「このフレーズはこの部分にかけたい！」と３人は大盛りあがり。
あれやこれやと意見を出し合いながら、下野市をぎゅ～っと詰め込んでみました！

2月は節分！！
豆まきをするのは良いのですが、
その後のお掃除が大変だなと毎
年思います。だからといって鬼
は外だけじゃ～ね！

ハッピーバレンタイン！
中学生の時に大好きな先生にチ
ョコをあげたくて放課後職員室
前で待ち伏せしていたなんて事
がありました（笑）
今年は誰にあげようかな？

チョコレート商戦スタート！
デパートの洋菓子コーナーが盛りあが
る時期ですね！チョコ好きのミッシーは
毎年自分用バレンタインチョコを購入！
今年はジャンポール・エヴァンが食べ
たい♥…人にあげなさいって？（笑）
ちゃ、ちゃんとあげてますよ（汗）

みきチン

ミッシー

みさみさ

真剣に歌詞を
考えるみきチン
とミッシー

曲ももちろん自分達
で考えます！
しもサタスタッフに
も協力をいただいて
さぁ、どうなる？！
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　下野市の美味しいものをご紹介するコーナー「まんぷく下野」。このコー
ナーは、私達しもサタトリオが下野市にある美味しい食べ物を取材し、下野市
のイチオシグルメをご紹介していきます。下野市には隠れた名店や美味しい食
べ物が多いんですよ！こんな美味しい物を皆様に紹介しない手はないと言うこ
とで、しもサタカフェをオープンし、来店されるゲストにご紹介！
　実際に食べていただいての感想など、聞いている
だけでお腹がすいてきちゃうかも～♪
　1月は下野ブランドにも認定されている「かん
ぴょう菓子ふくべぇ」、2月はバレンタインという
ことで美味しいチョコレートをご紹介♪詳しくは番
組をチェック！

　とんぼ玉作りを体験しに自治医大前通りにあるとんぼ玉工房にお邪魔してきました！とんぼ玉って
よく聞きますが、どんなものか知ってますか？定義でいうとガラス玉に穴が開いたものの名称で、模
様のついたガラス玉がとんぼの目に似ていることから「とんぼ玉」という名前になったのだとか、江
戸時代には根付けやかんざしなどの装飾品に使われていて、古くから愛されてきたものなんです。さ
て、扉を開けると、店内は左側が工房、右側が販売コーナーになっており、木目を基調としたシンプ
ルで可愛らしい空間でした！
　今回とんぼ玉作りに挑戦したミッシーはガラス棒が水あめ
のように変形していく様子にビックリしながらも、慌てず冷
静に体験していました。初めてとは思えないほどの綺麗な出
来栄えに先生も「作業中も落ち着いていて、とても上手にで
きましたね」と高評価！
　作り終えたとんぼ玉を使ってストラップ作りにも挑戦しま
したよ！これはしもサタメンバーにトンボ玉ブームが起こり
そうな予感?!

「しもサタ」のクイズは、毎月その月の最初の週にクイズをお出しして、その月の最
終週に答え合わせをして当選者を決めています。
クイズの応募期間は１週間になります。
プレゼントは下野ブランド品を中心にお送りしています。今月２月は下野市にゆかり
のあるものを当てていただく「クイズこれはなんでしょう？」です！

今月のプレゼントは『ふれあい館のお風呂券11枚セット』です。
クイズ正解者の中から抽選で３名の方にしもサタより商品をお送りいたします。
２月６日の放送を聞いて問題をチェックしてくださいね！
しもサタのブログにもクイズの問題とヒントを載せていますので、
ブログも要チェックですよ♪

しもサタブログURL
http://www.berry.co.jp/shimotsuke/
こちらのQRコードからもアクセスできます！

取材後記

しもサタ
 　コーナー

紹介♥

２月担当：みさみさ

左：舘下さん（講師＆工房オーナー）
右：ミッシー

色とりどりのガラス棒（上）と工房（下）
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一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

福祉講演会…P39

個人番号カードの受け取り…P40

臨時福祉給付金…P41

ほっと♥介護教室…P44

グリム絵画展…P45

月 火 水 木 金 土 日
2/1 2 3 4 5 6 7
パソコン基本
操作相談会
（1.36）

みそ汁塩分測
定会（1.28）
市民人権講座
（1.36）

家族介護者交
流会（1.31）
税理士が行う
無料税務相談
（1.54）

認知症サポー
ター養成講座
（1.31）
アコーディオ
ンによる歌声
（1.45）

国分寺公民館まつり
（1.37）
薬師寺跡史跡まつり
（2.14）

リレーコンサート
（12.44）

8 9 10 11 12 13 14
パソコンスキ
ルアップ講座
（1.36）

まちなか元気
会議講演会
（1.48）
司法書士無料
法律相談会
（2.48）

道路愛称募
集締め切り
（1.19）

南河内公民館まつり
（1.37）
総合防災訓練（2.13）

オープンペア卓球大会
（12.30）
ソフトバレーボールフェ
スティバル（12.30）
グリム絵画作品展～21日
（2.45）
グリム絵画展合評会
（2.45）

15 16 17 18 19 20 21
市民人権講座
（1.36）

パソコンスキ
ルアップ講座
（1.36）

はつらつサロ
ン（12.17）

がん患者と家
族のサロン
（2.43）

じょうくん

石橋公民館まつり（1.37）
てぬぐいリメイク術講座
（1.52）
あんぎん編み体験講座
（2.15）

フッ素塗布・歯の相談
（2.22）
第９回定期歴史講座
（1.44）
クラブ対抗テニス大会
（2.34）
救急医療を考える講演会
（2.24）

22 23 24 25 26 27 28

陽紀

パソコンスキ
ルアップ講座
（1.36）
献血（2.44）

育児相談
（2.23）
はつらつサロ
ン（12.17）
行政書士無料
専門相談会
（2.48）

南河内東公民館まつり
（1.37）

要介護者のための口腔ケ
ア講座（2.23）

29 3/1 2 3 4 5 6
プレミアム
20共通商品
券の使用期限
（2.42）

パソコンスキ
ルアップ講座
（1.36）
第10回定期歴
史講座（2.15）

ヘルシーライ
フスタイル講
座（2.24）

レディース＆
シニアゴルフ
大会（2.33）

市民活動補助事業報告会
（2.7）
ひと・まちづくり講演会
（2.27）

7 8 9 10 11 12 13
パソコン基
本操作相談
（1.36）

パソコンスキ
ルアップ講座
（1.36）

育児相談
（2.23）

オープンキンボールス
ポーツ大会（1.32）

14 15 16 17 18 19 20
パソコンスキ
ルアップ講座
（1.36）
こころの健康
相談（2.23）
ほっと♥介護
教室（2.44）

スマートチャ
レンジ教室
（2.24）

春の火災予防運動

春の火災予防運動

誕生日のみんな！
おめでとう

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

イ
ベ
ン
ト

福
祉
講
演
会
「
子
育
て
ハ
ッ

ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
」
の
ご
案
内

3/12

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地

域
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
「
福

祉
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

育
児
の
悩
み
や
不
安
を
持
つ
人

た
ち
か
ら
絶
大
な
支
持
を
得
た
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー

ア
ド
バ
イ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
の
著
者

で
有
名
な
明
橋
大
二
氏
（
心
療
内

科
医
）
を
お
招
き
し
、
子
育
て
世

代
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
年
代
の
方

に
む
け
た
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。「
子
ど
も
と
家
族
が
よ

り
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る
ヒ
ン
ト
」

が
得
ら
れ
る
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
12
日
㈯

■
場
所　

南
河
内
公
民
館
ホ
ー
ル

　

開
場
：
午
後
１
時

　

開
演
：
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
講
師　

明
橋　

大
二
氏

　
（
子
育
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心

療
内
科
医
）

■
演
題　
「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア

ド
バ
イ
ス
」
〜
子
育
て
が
ラ
ク
に

な
る
コ
ツ
教
え
ま
す
〜

■
入
場　

無
料

■
申
込
方
法　

入
場
整
理
券
を
配

布
（
先
着
２
０
０
枚
）

※ 

整
理
券
は
一
人
５
枚
ま
で
と
し

ま
す
。
社
協
窓
口
の
み
で
配
布

し
ま
す
。

■
整
理
券
配
布
日　

　

２
月
22
日
㈪
か
ら
、
無
く
な
り

次
第
終
了

■
整
理
券
配
布
場
所

　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館

内
）

※ 

窓
口
配
布
時
間
は
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
。
土
日
祝
日
は
除
く
。

■
無
料
託
児
有

　
（
要
予
約
）

※ 

１
歳
〜
６
歳
の
お
子
さ
ん
が
対

象
で
す
。

■
託
児
予
約
受
付
期
間

　

２
月
22
日
㈪
〜
３
月
４
日
㈮

※ 

受
付
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

　

（
44
）5
8
0
7

お
知
ら
せ

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

伊
沢
一
郎　

様

　
　
　
　
　
　
　

金
１
０
０
万
円

　

北
日
本
ガ
ス
株
式
会
社　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
50
万
円

　

濱
野
キ
ヨ　

様
（
上
三
川
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
50
万
円

見
舞
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

昨
年
９
月
の
台
風
18
号
通
過
に

伴
う
大
雨
に
よ
る
水
害
に
対
し
て

お
見
舞
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

　

下
野
市
幼
稚
園
連
合
会

　
　

会
長　

佐
藤
麻
矢
子　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
５
万
円

人
権
擁
護
委
員（
再
任
）の

紹
介

　

１
月
１
日
付
け
で
、
生
澤
里
美

氏
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
澤
氏
に
は
平
成
22
年
か
ら
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
も
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関

す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
相

談
所
で
定
期
的
に
相
談
を
お
受
け

す
る
ほ
か
、
電
話
な
ど
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
全
国
共
通
人
権
相
談

　

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

　
（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く

と
お
ば
ん
）

新
年
度
に
む
け
た
就
学
援

助
費
受
給
申
請
の
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す

　

就
経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
て
学
用
品
費
の
一
部
や

給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
生
活
保
護

法
に
基
づ
く
扶
助
を
受
け
て
い
る

方
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
程
度

に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
方
で
、

認
定
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
３

月
31
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

　

制
度
の
利
用
を
希
望
者
は
、
学

校
教
育
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
、
引
き
続
き
援
助
の
必
要
な
方

は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
方
法
は
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
地
区
の
民
生
委

員
に
返
信
用
封
筒
と
と
も
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
教
育
委
員
会
で
、

認
定
判
定
を
し
ま
す
。

　

援
助
費
は
７
月
、
12
月
、
２
月

に
分
け
て
、
学
校
を
通
じ
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
52
）１
１
１
８

1
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「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の

受
け
取
り
に
つ
い
て

【
申
請
は
任
意
で
す
】

■
必
要
な
持
ち
物

　

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）【
交

付
通
知
書
（
は
が
き
）
の
回
答
書

に
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
し
て
く

だ
さ
い
】、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人

確
認
書
類
、
代
理
権
の
確
認
書

類
（
15
歳
未
満
の
者
ま
た
は
成
年

被
後
見
人
の
法
定
代
理
人
の
み
）、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち

の
方
の
み
）、
印
鑑
登
録
証
（
お

持
ち
の
方
の
み
）

■
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い

て
　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
の
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
か
ら
、
住
民
票
と
印
鑑

証
明
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
希
望
す
る

と
、
今
ま
で
の
印
鑑
登
録
証
を
返

却
し
て
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
印

鑑
登
録
証
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
窓
口
で
印
鑑
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
場
合
に
も
、
暗
証
番
号

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
忘
れ
た
場

合
、
ご
本
人
に
よ
る
再
設
定
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
に

は
、
約
５
年
ご
と
の
更
新
手
続
き

（
更
新
料
２
０
０
円
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
希
望
し
な
い

場
合
は
、
今
ま
で
の
印
鑑
登
録
証

を
そ
の
ま
ま
ご
利
用
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
市
民
課
で
個
人
番

号
カ
ー
ド
受
取
り
の
際
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
の
生
活
に

合
わ
せ
た
設
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
代
理
人
交
付
に
つ
い
て

　

ご
本
人
が
病
気
、
身
体
の
障
が

い
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
、
交
付
場
所
に
お
越
し
に
な

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
限
り
、

代
理
人
に
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を

委
任
で
き
ま
す
。

■
必
要
な
持
ち
物

　

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）【
交

付
通
知
書
（
は
が
き
）
の
回
答
書

と
委
任
状
に
署
名
ま
た
は
記
名
押

印
し
て
く
だ
さ
い
】、
ご
本
人
の

本
人
確
認
書
類
、
代
理
人
の
本
人

確
認
書
類
、
通
知
カ
ー
ド
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方

の
み
）、
印
鑑
登
録
証
（
お
持
ち

の
方
の
み
）、
ご
本
人
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
を
証
す
る
書
類（
診
断
書
な
ど
）

■
注
意
事
項

　

ご
本
人
及
び
代
理
人
の
本
人
確

認
書
類
に
、
有
効
期
間
内
の
「
顔

写
真
付
の
身
分
証
明
書
」
が
な
い

と
カ
ー
ド
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

暗
証
番
号
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご

本
人
が
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

に
ご
記
入
の
う
え
、
目
隠
し
シ
ー

ル
を
必
ず
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
証
明
す
る
等
、
大
切
な

カ
ー
ド
で
す
の
で
、
そ
の
受
け
取

り
は
、
必
要
書
類
を
は
じ
め
厳
格

な
手
続
き
と
な
り
ま
す
。ご
理
解
・

ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
交
付
通
知
書
（
は

が
き
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル 

　

☎
０
１
２
０（
９
５
）０
１
７
８（
無
料
）

　

☎
０
５
０（
３
８
１
８
）１
２
５
０（
有
料
）

【
受
付
】

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
10
時

※ 

土
日
祝
は
、
午
後
５
時
30
分
ま

で「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の
申

請
を
し
た
方
へ【
注
意
】

　

平
成
27
年
10
月
以
降
に
、氏
名
・

ふ
り
が
な
・
住
所
・
生
年
月
日
・

性
別
・
個
人
番
号
・
在
留
期
間
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
不
備

通
知
な
ど
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
市
外
か
ら
転
入
し
た
方

で
、
既
に
申
請
を
し
て
い
た
場
合
、

そ
の
申
請
は
取
消
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
転
入
後
に
再
申
請
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
古
い
申
請

書
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

お
手
数
で
す
が
、
市
民
課
で
新

し
い
申
請
書
の
交
付
を
受
け
る

か
、
事
前
に
市
民
課
に
ご
連
絡
の

上
、
左
記
U
R
L
の
用
紙
（
片
面

印
刷
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

 
https://w

w
w
.kojinbango-

card
.g
o.jp

/sh
ared

/
tem
plates/free/docum

ents/
tegaki-kofu-shinseisho.pdf

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）5
5
5
7

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
受

付
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0
（
8
9
7
）
8
8
7

2

カ
ー
ド
の
受
領
は

ご
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い

① 

交
付
場
所
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
「
交
付
通
知
書
（
は
が

き
）」
が
申
請
者
の
ご
自
宅

に
届
き
ま
す
。

② 

必
要
な
持
ち
物
を
お
持
ち
に

な
り
、「
交
付
通
知
書
（
は

が
き
）」
に
記
載
さ
れ
た
期

限
ま
で
に
、
記
載
さ
れ
た
交

付
場
所
に
ご
本
人
が
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※ 

15
歳
未
満
の
者
ま
た
は
成
年

被
後
見
人
に
は
、
法
定
代
理

人
が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

交
付
窓
口
で
本
人
確
認
の
う

え
、
暗
証
番
号
を
設
定
し
て

い
た
だ
く
と
、
カ
ー
ド
が
受

取
れ
ま
す
。

※ 

暗
証
番
号
は
お
越
し
に
な
る

前
に
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
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臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
は
お
済
で
す
か
？

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

の
受
付
は
３
月
１
日
㈫
ま
で
で
す
。

お
済
で
な
い
方
は
、
早
め
に
申
請

く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
低
い

方
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
支

給
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
給
付
金
は
、
基
準

日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
時
点

で
下
野
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
方

（
外
国
人
を
含
む
）
が
対
象
で
す
。

　

基
準
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が

な
い
方
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い

た
市
町
村
で
申
請
の
受
付
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
非

課
税
の
方

※ 

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親

族
お
よ
び
生
活
保
護
の
受
給

者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
除
き

ま
す
。

※ 

支
給
対
象
と
な
り
得
る
方
に
は

８
月
下
旬
に
通
知
書
を
発
送

し
ま
し
た
。

■
支
給
額

　

１
人
に
つ
き
６
千
円

■
申
請
受
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

申
請
期
間
は
、
９
月
１
日
㈫
〜

３
月
１
日
㈫
の
６
か
月
間
で
す
。

申
請
期
間
中
に
郵
送
ま
た
は
社
会

福
祉
課
に
直
接
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

下
野
市
地
域
防
災
計
画（
修

正
）（
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

法
改
正
等
に
伴
い
、
下
野
市
地

域
防
災
計
画
の
修
正
を
行
う
た
め
、

下
野
市
防
災
会
議
の
委
員
の
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
「
下
野

市
地
域
防
災
計
画
（
修
正
）（
案
）」

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

■
公
表
す
る
資
料

　

下
野
市
地
域
防
災
計
画（
修
正
）

（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
文
書
閲
覧
が
可
能
で
す
。

①
安
全
安
心
課

②
石
橋
庁
舎
相
談
室

③ 
市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

図
書
館
２
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分

■
意
見
の
募
集
期
間

　

２
月
22
日
㈪
〜
３
月
14
日
㈪

※ 

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合

も
３
月
７
日
㈪
午
後
５
時
15

分
ま
で
（
必
着
）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
郵
送

〒
３
２
９

－

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

　

下
野
市
役
所
安
全
安
心
課
あ
て

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

安
全
安
心
課

　

（
40
）５
５
７
２　

③
電
子
メ
ー
ル

　

 
anzenanshinu@city.shimotsuke.

lg.jp

④
直
接
持
参

　

安
全
安
心
課

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く

際
に
は
氏
名
（
※
）、
住
所
（
※
）、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

（
※
は
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
明
記
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

手
打
ち
そ
ば
に
舌
鼓

　

石
橋
地
区
民
生
委
員

　
　
　
　

児
童
委
員
協
議
会

　

12
月
21
日
、
13
回
目
と
な
る
石

橋
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
し

ば
し
入
所
者
と
の
交
流
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
年
末
の
恒
例
行
事
と
し

て
、
委
員
自
ら
が
腕
を
振
る
い
、

約
２
０
０
食
用
意
し
た
そ
ば
を
入

所
者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
委
員
は
地
域
と
行
政

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
。
地
域
の
身
近
な
相
談

役
と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
い
る
。」
と
お
願
い
し
、

一
緒
に
そ
ば
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

入
所
者
ら
は
、
目
の
前
で
の
そ

ば
打
ち
実
演
な
ど
楽
し
み
、
手
打

ち
そ
ば
を
味
わ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

「臨時福祉給付金」の
“ 振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意
ください。

ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員をかたった電話がかかっ
てきたり、郵便が届いたら、市役所や警察署（または警察相談専用電話
（＃９１１０））にご連絡ください。

3
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オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
で
の

証
明
書
等
の
交
付
事
務
が

終
了
し
ま
す

　

下
野
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー「
オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
」

で
行
わ
れ
て
い
た
住
民
票
等
の
各

種
証
明
書
の
交
付
事
務
は
、
平
成

28
年
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
は
、
各
庁
舎
の
窓

口
及
び
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
道
場
の
貸
し

出
し
業
務
は
、
５
月
６
日
㈮
か
ら

市
役
所
農
政
課
窓
口
で
行
い
ま
す
。

オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
の
休

館
日
及
び
開
館
時
間
が
変

更
に
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
に

な
り
ま
す
。

■
休
館
日

　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
に
当

た
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）、
12

月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

■
開
館
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
（
多
目
的
ホ
ー
ル
の
使

用
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

プ
レ
ミ
ア
ム
20
共
通
商

品
券
の
使
い
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

９
月
に
発
売
し
ま
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
20
共
通
商
品
券
の
使
用
期
限

は
２
月
29
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

払
い
戻
し
や
、
使
用
期
限
後
の

ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

農
業
用
軽
油
引
取
税

免
税
証
の
交
付
申
請
の

追
加
受
付
に
つ
い
て

　

１
月
に
農
業
用
免
税
軽
油
の
申

請
受
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間

中
に
何
ら
か
の
事
情
で
交
付
申
請

が
で
き
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
、

今
回
臨
時
に
追
加
受
付
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
下
野
市
の
申

請
日
時
等
は
次
の
と
お
り
に
な
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
日
時

・
３
月
７
日
㈪
、
８
日
㈫

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

・
栃
木
県
下
都
賀
庁
舎　

　

第
２
福
利
厚
生
棟
２
階
会
議
室

■
申
請
の
際
に
持
参
す
る
も
の

⑴
免
税
軽
油
使
用
者
証

⑵
印
鑑

⑶ 

免
税
軽
油
の
引
取
り
に
係
る
報

告
書
（
納
品
書
又
は
領
収
書
を

添
付
、
写
し
で
も
可
）

⑷
手
数
料
４
２
０
円

⑸ 

耕
作
証
明
書
（
新
規
申
請
及
び

耕
作
面
積
が
増
え
た
場
合
）

※ 

更
新
の
み
の
場
合
、
耕
作
証
明

は
不
要
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
注
意
事
項

① 

新
規
申
請
及
び
交
付
数
量
の
見

直
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
後

日
の
交
付
に
な
り
ま
す
。

② 

新
規
申
請
及
び
登
録
機
械
の
入

れ
替
え
が
あ
る
方
は
、
機
械
の

「
メ
ー
カ
ー
名
」「
型
式
」「
馬

力
」
を
メ
モ
等
に
控
え
て
き
て

く
だ
さ
い
。

③ 
国
税
お
よ
び
地
方
税
の
滞
納
処

分
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
処
分

解
除
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し

な
け
れ
ば
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

朝
一
番
、
午
後
一
番
の
時
間
帯

は
混
雑
し
ま
す
。
遅
い
時
間
帯

が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

※ 

更
新
手
数
料
４
２
０
円
は
つ
り

銭
の
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
税
事
務
所

　

軽
油
引
取
税
調
査
担
当

　

☎
０
２
８
２（
23
）６
８
８
２

○
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
48
）２
１
１
６

水
道
水
放
射
性
物
質
の
検

査
結
果

　

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課
☎（
48
）2
1
2
1

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

配
偶
者
や
交
際
相
手
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力

を
Ｄ
Ｖ
と
い
い
ま
す
。
殴
る
・
蹴

る
な
ど
の
身
体
的
暴
力
だ
け
で
な

く
、
経
済
的
暴
力
、
精
神
的
暴
力
、

性
的
暴
力
も
Ｄ
Ｖ
で
す
。

◆
暴
力
に
よ
っ
て
あ
な
た
自
身
が

心
身
に
傷
を
負
う
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
に
Ｄ
Ｖ
を
見
せ
る
こ
と
は

心
理
的
虐
待
に
な
り
ま
す
。

◆
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
相

談
を
！

　

Ｄ
Ｖ
や
、
夫
婦
の
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
離
婚
な
ど
女
性
の
様
々

な
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
、
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
相
談
日
お
よ
び
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

下
野
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）１
１
６
８

採
取
日

採水場所 セシウム134 セシウム137
基準値

（セシウム134 及び 137の合計） 10Bq/kg

12
月
２
日

南 河 内 第 1 配 水 場 不検出 不検出
石 橋 第 1 配 水 場 不検出 不検出
国 分 寺 第 1 配 水 場 不検出 不検出
南 河 内 第 2 配 水 場 不検出 不検出
石 橋 第 2 配 水 場 不検出 不検出
国 分 寺 第 2 配 水 場 不検出 不検出
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「
骨
盤
調
整
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
」好
評
開
催
中

　
「
骨
盤
調
整
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
」
教
室
を
開
催
中
で
す
。
こ

ち
ら
の
教
室
は
、
骨
盤
の
歪
み
を

調
整
し
、
日
常
的
に
使
わ
れ
に
く

い
筋
肉
の
強
化
に
よ
り
、
腰
痛
・

肩
こ
り
・
冷
え
性
、
内
臓
の
機
能

改
善
等
を
目
指
し
た
レ
ッ
ス
ン
で

す
。
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
30

分
か
ら
11
時
40
分
ま
で（
70
分
間
）、

１
階
プ
ー
ル
棟
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

て
行
い
ま
す
。

■
講
師　

松
本
恭
子

■
受
講
費　

７
０
０
円

　
（
ワ
ン
レ
ッ
ス
ン
制
）

※ 

１
階
受
付
券
売
機
で
チ
ケ
ッ
ト

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※ 

プ
ラ
ス
1
0
0
円
で
ふ
れ
あ
い

の
湯
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
以
上
（
性
別
不
問
）

■
定
員　

20
名

　
（
先
着
順
。
事
前
予
約
可
）

■
持
ち
物　

室
内
用
運
動
シ
ュ
ー

ズ
、
補
給
水
、
タ
オ
ル
。
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

「
エ
ア
ロ
ス
テ
ッ
プ
＆
ス

ト
レ
ッ
チ
」好
評
開
催
中

　
「
エ
ア
ロ
ス
テ
ッ
プ
＆
ス
ト
レ

ッ
チ
」
と
題
し
、
初
心
者
で
も
安

心
し
て
運
動
が
で
き
る
教
室
を
開

催
中
で
す
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
動

き
を
取
り
入
れ
た
簡
単
な
ス
テ
ッ

プ
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
、
ス
ト
レ
ッ

チ
で
体
幹
部
を
強
化
し
な
が
ら
、

健
康
増
進
・
姿
勢
改
善
を
目
指
し

た
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
毎
週
木
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
40
分
（
70

分
間
）、
１
階
プ
ー
ル
棟
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
て
行
い
ま
す
。

■
講
師　

鈴
木
静

■
受
講
費

　

７
０
０
円

　
（
ワ
ン
レ
ッ
ス
ン
制
）

※ 

１
階
受
付
券
売
機
で
チ
ケ
ッ
ト

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※ 

プ
ラ
ス
1
0
0
円
で
ふ
れ
あ
い

の
湯
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
以
上
（
性
別
不
問
）

■
定
員　

20
名

　
（
先
着
順
。
事
前
予
約
可
）

■
持
ち
物　

室
内
用
運
動
シ
ュ
ー

ズ
、
補
給
水
、
タ
オ
ル
。
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

「
か
ん
た
ん
ス
テ
ッ
プ
50
」

好
評
開
催
中

　
「
か
ん
た
ん
ス
テ
ッ
プ
50
」
と

題
し
、
ス
テ
ッ
プ
台
を
使
っ
た
簡

単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
開
催
中
で
す
。

音
楽
に
乗
り
な
が
ら
、
昇
降
運
動

の
基
本
的
な
動
き
を
マ
ス
タ
ー
し
、

膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
、
レ

ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。
体
力
に
不

安
の
あ
る
方
で
も
安
心
し
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
毎
週
木
曜
日
、
午

後
６
時
40
分
〜
７
時
30
分
（
50
分

間
）
ま
で
、
１
階
プ
ー
ル
棟
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
に
て
行
い
ま
す
。

■
講
師　

馬
場
純
子
（
中
高
老
年

期
運
動
指
導
士
）

■
受
講
費　

７
０
０
円
（
ワ
ン
レ

ッ
ス
ン
制
）

※ 

１
階
受
付
券
売
機
で
チ
ケ
ッ
ト

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※ 
プ
ラ
ス
1
0
0
円
で
ふ
れ
あ
い

の
湯
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
以
上
（
性
別
不
問
）

■
定
員　

15
名

　
（
先
着
順
。
事
前
予
約
可
）

■
持
ち
物　

室
内
用
運
動
シ
ュ
ー

ズ
、
補
給
水
、
タ
オ
ル
。
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

「
や
さ
し
い
ヨ
ガ
」好
評
開

催
中

　
「
や
さ
し
い
ヨ
ガ
」
教
室
を
開

催
中
で
す
。
呼
吸
を
意
識
し
な
が

ら
、
姿
勢
・
身
体
の
歪
み
を
修
正

し
、
瞑
想
に
よ
り
自
分
自
身
を
見

つ
め
な
お
す
、
心
と
身
体
の
健
康

を
目
指
し
た
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
毎

週
金
曜
日
、
午
前
10
時
30
分
〜
正

午
（
90
分
間
）、
２
階
和
室
に
て

行
い
ま
す
。

■
講
師　

馬
場
純
子
（
ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
中
高
老
年
期
運

動
指
導
士
）

■
受
講
費　

７
０
０
円
（
ワ
ン
レ

ッ
ス
ン
制
）

※ 

１
階
受
付
券
売
機
で
チ
ケ
ッ
ト

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※ 

プ
ラ
ス
1
0
0
円
で
ふ
れ
あ
い

の
湯
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
以
上
（
性
別
不
問
）

■
定
員　

15
名

　
（
先
着
順
。
※
事
前
予
約
可
）

■
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
お

持
ち
の
方
）、
補
給
水
、
タ
オ
ル
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

【
全
て
の
教
室
で
使
え
る
共
通
回

数
券
発
売
中
！
】

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。

　

が
ん
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
18
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

本

館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ
ウ
ン
ジ

■
内
容

・ 

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
放
射
線

治
療
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

が
ん
相
談
支
援
室

　

☎（
58
）７
１
０
７

ふ
れ
あ
い
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

ふ
れ
あ
い
館　

☎（
47
）１
１
２
６
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ほ
っ
と
♥
介
護
教
室
の

お
知
ら
せ
最
新
福
祉
用

具
事
情
を
知
ろ
う
！

〜
高
齢
者
の
疑
似
体
験
を
通
し
て
〜

　

現
在
、
福
祉
用
具
は
日
々
進
歩

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
実
際
に
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
プ
ロ
か
ら

教
え
て
も
ら
い
、
高
齢
者
の
疑
似

体
験
を
し
な
が
ら
福
祉
用
具
を
使

っ
て
も
ら
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
15
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

館
会
議
室

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
で
興
味
の
あ
る
方

■
内
容

・
福
祉
用
具
の
見
学
と
体
験

・
高
齢
者
疑
似
体
験

■
定
員　

20
名

■
参
加
費　

無
料

※ 

動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み
締
切

　
　

３
月
11
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち
☎（
44
）3
0
0
2

こ
く
ぶ
ん
じ　

☎（
43
）1
2
2
9

い
し
ば
し　
　

☎（
51
）0
6
3
3

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
介
護
者
交
流
会
の
お

知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
交
流
と
情
報
交
換
の
場
と

し
て
、
第
四
回
介
護
者
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
宇
都
宮

市
の
オ
レ
ン
ジ
サ
ロ
ン
（
認
知
症

カ
フ
ェ
）
に
出
か
け
ま
す
。

※ 

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
を
中
心
に

誰
も
が
参
加
で
き
る
、
つ
ど

い
・
い
こ
い
・
交
流
の
場
で
す
。

■
日
時

　

２
月
25
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
対
象
者

　

現
在
、
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
方
（
ご
本
人
の
参
加
も
可

能
で
す
）

■
日
程

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち
↓
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

【
え
ん
】（
宝
木
町
）
↓
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ【
石
蔵
カ
フ
ェ
】（
道
場
宿
）

↓
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち

※ 

集
合
場
所
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
み
な
み
か
わ
ち
に

で
す
。

■
参
加
費　

昼
食
代
8
0
0
円　

　
（
石
蔵
カ
フ
ェ
で
の
ラ
ン
チ
で

す
。）

■
定
員　

20
名

■
申
込
締
切　

２
月
19
日
㈮
ま
で

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

　

み
か
わ
ち　

☎（
44
）3
0
0
2

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
無
償
の

献
血
が
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
輸

血
を
必
要
と
し
て
い
る
方
の
尊
い

生
命
を
救
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
23
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
会
場

　

国
分
寺
庁
舎
駐
車
場

　
（
全
血
の
み
実
施
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

医
療
費
助
成
額
の
推
移
に

つ
い
て

　

市
で
は
、
栃
木
県
の
補
助
制
度

に
基
づ
き
各
種
医
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
過
去

５
年
度
分
の
医
療
費
助
成
額
と
助

成
件
数
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

平
成
26
年
度
の
医
療
費
助
成
額

は
、
前
年
度
と
比
べ
１
・
６
％
増

の
２
億
８
，４
６
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
助
成
件
数
は
、

前
年
度
比
９
・
６
％
増
の
13
万
３
，

３
３
５
件
と
な
り
、
い
ず
れ
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
こ
ど
も
医
療
費
助

成
の
助
成
額
が
前
年
度
と
比
べ

７
・
２
％
増
の
１
億
８
，６
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

７
月
受
診
分
か
ら
、
県
内
医
療
機

関
で
の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が

な
い
「
現
物
給
付
」
方
式
の
対
象

年
齢
を
未
就
学
児
ま
で
拡
大
し
た

こ
と
に
よ
り
、
助
成
額
が
増
加
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
に

つ
い
て
も
、
対
象
年
齢
を
中
学
生

ま
で
拡
大
し
た
た
め
、
さ
ら
な
る

医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

近
年
、
軽
い
症
状
で
も
待
ち
時

間
が
少
な
い
等
の
理
由
で
、
休
日

や
夜
間
に
救
急
外
来
を
受
診
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
か
か

り
つ
け
医
を
も
ち
、
疾
病
を
早
期

発
見
・
治
療
す
る
こ
と
が
医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。
医
療

機
関
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

4

医療費助成額の推移
助成額単位：万円

年度
こども
医療費

妊産婦
医療費

重度心身障が
い者医療費

ひとり親家庭
医療費

助成件数
（件）

H22 17,289 1,189 6,788 1,151 112,073

H23 17,680 1,522 6,620 1,336 117,159

H24 18,514 1,469 7,100 1,420 124,858

H25 17,346 1,482 7,528 1,659 121,644

H26 18,600 1,203 7,114 1,544 133,335

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

の
身
近
な
相
談
窓
口
で

す
！
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第
16
回
グ
リ
ム
絵
画
展
は
、「
下

野
市
の
風
景
」
の
絵
画
作
品
を
募

集
し
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
リ
ム
童

話
賞
は
「
星
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

創
作
童
話
を
広
く
募
集
し
、
全
国

か
ら
４
７
０
点
を
超
え
る
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
企
画

展
で
は
、
絵
画
展
の
入
賞
・
入
選

作
品
と
童
話
賞
の
大
賞
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
14
日
㈰
〜
21
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
21
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
２
月
16
日
㈫
は
休
館

■
入
場
料　

無
料

■
会
場　

グ
リ
ム
の
館

■
主
催

　
（
一
財
）グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

グ
リ
ム
絵
画
展
合
評
会

　

展
示
し
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
、

作
者
、
審
査
員
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
批
評
し
ま
す
。
審
査
員
の
意

見
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
で
す
。

■
日
時　

２
月
14
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
講
師　

グ
リ
ム
絵
画
展
審
査
員

日
下
田
英
彦
先
生
、
渡
辺
正
巳
先

生■
対
象

　

第
16
回
グ
リ
ム
絵
画
展
入
選
者

■
そ
の
他　

事
前
の
予
約
は
不
要

で
す
。

　

第
15
回
グ
リ
ム
絵
画
展　

一
般
の
部 

グ
リ
ム
大
賞
作
品

「
夕
景
姿
川
」
作　

佐
藤
惠
子
氏

下
野
市
美
術
家
ク
ラ
ブ
発
足

　

１
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
下
野
市

に
は
無
か
っ
た
美
術
家
の
集
ま
り

を
、
市
政
10
周
年
目
に
あ
た
り
立

ち
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
個
人
的
に
東
京
で

開
催
さ
れ
る
全
国
規
模
の
公
募
展

に
出
品
し
て
い
た
美
術
家
た
ち
が

結
集
し
て
、
市
内
外
で
の
活
動
を

始
め
ま
す
。

　

折
り
し
も
５
月
に
は
下
野
市
の

新
庁
舎
が
開
庁
し
ま
す
。
展
示
準

備
が
で
き
ま
し
た
ら
、
東
京
ま
た

は
宇
都
宮
の
展
覧
会
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
市
内
の
美

術
家
た
ち
の
作
品
を
新
庁
舎
に
展

示
い
た
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
に
は
気
軽
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
美
術
家
ク
ラ
ブ

　

事
務
局　

船
越
秀
忠

　

☎
0
9
0（
9
9
7
1
）4
6
5
0

　

  
funagreen2010@

yahoo.
co.jp

青
少
年
健
全
育
成
剣
道
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

小
中
学
生
の
基
本
錬
成
を
主
眼

と
し
、
剣
道
の
正
し
い
普
及
並
び

に
心
身
の
練
磨
と
相
互
の
親
睦
を

図
り
、
将
来
を
担
う
少
年
の
健
全

な
る
育
成
を
目
的
に
、
第
37
回
下

野
市
青
少
年
健
全
育
成
剣
道
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
下
野
市
制
10
周

年
を
記
念
し
て
、
団
体
の
部
に
お

い
て
新
た
に
下
野
市
杯
を
創
設
し
、

小
・
中
学
生
に
よ
る
学
校
、
学
年

を
超
え
た
選
手
間
の
信
頼
と
助
け

合
い
を
一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

■
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

◎
団
体
戦
（
下
野
市
杯
）

　

優
勝　

国
分
寺
少
年
剣
友
会
A

　

準
優
勝　

石
橋
剣
道
育
成
会
A

　

３
位　

養
心
館
A

　
　
　
　
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内
A

◎
個
人
戦

小
学
３
年
生
以
下
の
部

　

優
勝　

高
野

　

準
優
勝　

岡
元

　

３
位　

諏
訪
（
昌
）、諏
訪
（
圭
）

小
学
４
年
生
の
部

　

優
勝　

大
沼

　

準
優
勝　

國
武

　

３
位　

高
岩
、
保
坂

小
学
５
・
６
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

篠
原

　

準
優
勝　

新
井

　

３
位　

斉
藤
、
佐
藤

小
学
５
・
６
年
生
女
子
の
部

　

優
勝　

上
野

　

準
優
勝　

靍
蒔

　

３
位　

佐
藤
、
佐
久
間

中
学
生
男
子
の
部

　

優
勝　

中
尾

　

準
優
勝　

大
沼

　

３
位　

菊
地
、
小
林

中
学
生
女
子
の
部

　

優
勝　

大
山

　

準
優
勝　

諏
訪

　

３
位　

川
田
、
鈴
木

■
問
い
合
わ
せ
先

　

体
育
協
会
剣
道
部

　

大
山
榮
一
☎（
48
）０
７
３
４

　

遠
藤　

透
☎（
44
）８
４
０
８

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

くらしの情報

5

第
35
回
企
画
展
「
第
16
回
グ
リ
ム
絵
画
展
」

「
第
16
回
グ
リ
ム
童
話
賞
」
入
賞
作
品
展

■
問
い
合
わ
せ
先　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」　

☎（
52
）１
１
８
０
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

必ずチェック　最低賃金　使用者も、労働者も。
【地域別最低賃金】特定最低賃金が適用されないすべての労働者に適用されます｡

最低賃金の件名 時間額 効力発生日

栃木県最低賃金 ７５１円 平成27年10月1日

【特定最低賃金】18 歳未満又は 65 歳以上の労働者は栃木県最低賃金が適用されます。

最低賃金の件名 時間額 効力発生日

塗料製造業 ８８８円

平成27年12月31日

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 ８３５円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器
具製造業

８３６円

自動車・同附属品製造業 ８４０円

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具製造業、医療
用機械器具・医療用品製造業、光学機械器具・レンズ製造業、医
療用計測器製造業、時計・同部分品製造業

８３５円

各種商品小売業 ８００円

詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室（☎ 028-634-9109）または最寄りの労働基準監督署へお問い合わせ
ください。
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募　

集

下
野
市
地
域
福
祉
計
画
策
定

委
員
会
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

■
委
員
会
の
内
容

　

市
の
地
域
福
祉
の
基
本
方
針
と

な
る
「
第
２
期
下
野
市
地
域
福
祉

計
画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
よ
り

幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

計
画
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま

す
。

■
委
員
の
任
期

　

第
１
回
会
議（
４
月
予
定
）か
ら
、

計
画
の
策
定
が
終
了
し
た
時
ま
で

■
会
議
開
催
回
数

　

平
成
28
年
度
の
１
か
年
で
全
６

回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■
報
酬

　

日
額
３
，０
０
０
円

■
応
募
資
格

１　

下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
20

歳
以
上
の
方
（
学
生
を
除
く
）

２　

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審

議
会
等
の
委
員
で
な
い
方

３　

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

４　

下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野

市
の
職
員
で
な
い
こ
と

■
募
集
予
定
人
数

　

４
名

■
応
募
方
法

　

社
会
福
祉
課
で
配
付
し
て
い
る

応
募
用
紙
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出

く
だ
さ
い
。
提
出
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
い
た
し

ま
せ
ん
。

■
応
募
期
限

　

２
月
26
日
㈮

　

午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

■
選
考

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

は
ご
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

委
員
の
構
成
は
、
公
募
委
員
の

ほ
か
、
各
種
団
体
の
代
表
な
ら
び

に
学
識
経
験
者
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

　

  

（
52
）１
１
３
７

　

  
syakaifukushi@

city.
shim

otsuke.lg.jp

平
成
28
年
度
転
倒
骨
折
予
防
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
自

宅
で
も
で
き
る
簡
単
な
「
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
中
心
と
し
た
教

室
を
１
年
間
に
わ
た
り
実
施
し
ま

す
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
初
め
て
の
方

の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

健
康
維
持
ま
た
は
介
護
予
防
の

た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
応
募
対
象
者

　

概
ね
65
歳
以
上
の
方
で
、
医
師

か
ら
運
動
制
限
等
を
受
け
て
い
な

い
方
で
、
こ
の
教
室
の
参
加
が
初

め
て
の
方
。

※ 

一
年
間
を
通
じ
て
参
加
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

※ 
応
募
者
多
数
の
際
は
先
着
順
と

な
り
ま
す
。

■
定
員

　

各
会
場
40
名
程
度

■
開
催
場
所
と
開
催
日
時

①
国
分
寺
公
民
館

　

初
日　

４
月
14
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午　

　
（
月
１
回
・
原
則
木
曜
日
）

②
大
松
山
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
２
階

　

初
日　

４
月
14
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
月
１
回
・
原
則
木
曜
日
）

③
南
河
内
公
民
館

　

初
日　

４
月
５
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
月
１
回
・
原
則
火
曜
日
）

※ 

会
場
の
都
合
等
に
よ
り
日
時
変

更
の
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

※ 

た
だ
し
、
教
室
で
使
用
す
る

ボ
ー
ル
を
購
入
す
る
方
は
１
，

２
０
０
円
を
初
回
に
お
支
払

願
い
ま
す
（
希
望
者
の
み
）

■
募
集
期
間

　

２
月
９
日
〜
26
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）

　

☎（
52
）１
１
１
５

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル　

実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
14
日
㈪

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

②
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

■
テ
ー
マ

　

春
の
華
や
ぎ
和
食

　
（
飾
り
巻
き
寿
司
・
桜
も
ち
）

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

料
理
研
究
家

　

臼
居
芳
美 

先
生

　

N
H
K
「
き
ょ
う
の
料
理
」
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現
在
は

料
理
教
室
を
主
宰
。

■
定
員　

各
回
32
名

■
募
集　

２
月
15
日
㈪
〜

■
受
付
方
法　

電
話

　
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム
（
午
前
９
時
30
分
〜
24
時
）

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

※ 

当
選
結
果
は「
参
加
の
し
お
り
」

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，２
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
３
５
）２
５
７
７

　

 
http://w

w
w
.kanpi-

shim
otsuke.co.jp/open-

school/index.htm
l
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

　

２
月
25
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　
生
田
目
安
夫　

☎（
52
）2
3
5
0

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

　

２
月
10
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
厚
生
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一　

☎（
21
）６
３
１
２

就　

職

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
を

お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

保
育
士
：
時
給　

１
，０
５
０
円

保
健
師
：
時
給　

１
，１
０
０
円

看
護
師
（
准
看
護
師
）

　
　
　

：
時
給　

１
，０
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

①
フ
ル
タ
イ
ム
：
７
時
間
45
分

　
（
休
憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

予
備
自
衛
官
補
募
集

　
『
普
段
は
社
会
人
や
学
生
、　

い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
自
衛
官
』

　

所
定
の
教
育
訓
練
終
了
後
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
任
用
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

⑴
一
般

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

⑵
技
能

　

18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
方

※ 

医
師
・
建
築
士
等
免
許
の
保
有

者
、
語
学
能
力
保
有
者
等
の
保

有
技
能
に
よ
り
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

１
月
８
日
㈮
〜
４
月
８
日
㈮

■
試
験
期
日

　

４
月
15
日
㈮
〜
４
月
19
日
㈫
の

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す
。

■
試
験
会
場

　

県
内
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）４
７
６
３

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

『
未
来
を
築
く

　
　
　

幹
部
自
衛
官
の
道
』

　

平
成
29
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
入
校
す
る
自
衛
隊
幹
部
候

補
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間

　
　

３
月
１
日
㈫
〜
５
月
６
日
㈮

■
試
験
期
日

一
次　

５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

二
次　

６
月
14
日
㈫
〜
17
日
㈮

■
試
験
会
場

　

県
内
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）４
７
６
３

「
大
学
生
等
の
保
護
者
の
た
め
の
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
催
し
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
、
大
学
生
等
（
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
）
の
保

護
者
で
県
内
在
住
の
方
を
対
象
に

「
大
学
生
等
の
保
護
者
の
た
め
の

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
す
る
方
は
、電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
て
県
労

働
政
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

２
月
24
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
３
時　

全
体
会

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分 

個
別

相
談
会
（
申
込
時
予
約
）

■
場
所

　

栃
木
県
庁　

東
館
４
階
講
堂

■
申
込
先
（
先
着
１
０
０
名
）

　

栃
木
県
労
働
政
策
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

　

 

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
５

　

 
rousei@

pref.tochigi.
lg.jp



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.2
49

3

高
齢
者
は
身
体
機
能
の
低
下

等
に
よ
り
重
い
や
け
ど
を
負
う
リ

ス
ク
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

冬
の
時
期
に
事
故
が
増
え
ま
す
の

で
、
日
頃
か
ら
注
意
を
払
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

長
時
間
同
じ
場
所
を
温
め
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。
暖
房
器
具
や
湯

た
ん
ぽ
、
カ
イ
ロ
等
を
使
用
す
る

場
合
は
、
製
品
の
使
用
上
の
注
意

を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。
特
に
就

寝
時
に
は
、
布
団
が
暖
ま
っ
た
ら

湯
た
ん
ぽ
や
あ
ん
か
は
布
団
か
ら

出
す
、
寝
る
と
き
は
カ
イ
ロ
は
使

用
し
な
い
、
電
気
毛
布
等
は
高
温

で
使
用
し
な
い
な
ど
の
注
意
が
必

要
で
す
。

痛
み
や
違
和
感
が
あ
る
場
合
は

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
も

男
女
共
同
参
画
！

２
月
14
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
。
日
本
で
は一般
的
に
女
性
か

ら
男
性
へ
愛
情
を
告
白
す
る
日

と
し
て
チ
ョコ
レ
ー
ト
を
贈
る
習

慣
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
で
は
、
恋
愛

感
情
を
伴
わ
ず
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
贈
る
義
理
チ
ョコ
や

友
チ
ョコ
等
も
盛
ん
で
す
。
さ
ら

に
は
男
性
か
ら
女
性
へ
送
る
逆
チ

ョコ
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
に
高
級

チ
ョコ
を
購
入
す
る
マ
イ
チ
ョコ
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
、

女
性
か
ら
男
性
へ
と
い
う
形
式
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
自
由
に
楽
し
め

る
イ
ベン
ト
の一つ
に
なって
い
ま
す
。

こ
う
し
た
最
近
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
事
情
の
よ
う
に
、
普
段
の
家

庭
生
活
や
学
校
、
職
場
、
地
域

に
お
い
て
も
、
楽
し
く
イ
キ
イ
キ

と
過
ご
せ
る
よ
う
、
男
だ
か
ら

女
だ
か
ら
と
決
め
付
け
る
こ
と

な
く
日
々
を
楽
し
み
た
い
も
の
で

す
ね
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
推
進
課

☎（
40
）５
５
５
８

下
野
市
と
ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ー

ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
は
姉
妹
都
市

締
結
を
し
て
い
ま
す
。

こ
と
の
始
ま
り
は
、
ド
イ
ツ

の
旧
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

ン
を
そ
の
ま
ま
日
本
語
に
直
す

と
、「
石
橋
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

獨
協
医
大
名
誉
学
長　

故
石
橋

長
英
博
士
の
橋
渡
し
に
よ
り
旧

石
橋
町
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。

１
９
６
６
年
に
両
町
の
作

文
交
換
か
ら
始
ま
り
、
友
好
親

善
訪
問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ー
な
ど

盛
ん
に
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
９
７
５
年
に
旧
石

橋
町
と
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
ン
で
姉
妹
都
市
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。両
町
と
も
合
併
を
経
て
、

現
在
の
下
野
市
と
デ
ィ
ー
ツ
ヘ

ル
ツ
タ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
長
年
に
わ
た

り
両
町
の
中
学
生
や
市
民
の
公

式
訪
問
団
の
相
互
派
遣
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
文
化
交
流
を
通

し
て
友
好
を
深
め
て
き
ま
し
た

が
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
双
方

と
も
区
域
が
広
が
り
、
共
通
で

あ
っ
た
町
名
「
石
橋
」
も
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
交

流
を
今
後
も
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
２
０
０
９

年
10
月
１
日
に
ド
イ
ツ
か
ら
11

名
の
訪
問
団
が
下
野
市
を
訪
れ
、

下
野
市
と
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ

ー
ル
で
、
新
た
に
姉
妹
都
市
提

携
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
市
民
の
交
流
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

※ 

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
：

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
北

西
に
約
１
０
０
キ
ロ
、
多

く
を
森
林
が
占
め
る
人
口

約
６
，８
０
０
人
の
小
さ
な

山
間
の
市
で
す
。 再

発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
と
」で
す

高
齢
者
の
や
け
ど
に

ご
注
意
を
！

　　　　　　　　　

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 51ページ
新春賀詞交歓会にて下野市歌を歌う、

ソプラノ歌手　西口彰子さん▶

まちがいさがし

わかるかな？

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
全
安
心
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.2
50

くらしの情報

神鳥谷（東） 小山（東） 県南４丁目

東城南５丁目

自動車
販売店

電気
量販店

ガソリン
スタンド

ハンバーガー店

スポーツ
用品店ラーメン

店

コンビニエンス
ストア

小山市
消防署

国道50号線

東
北
新
幹
線

国
道
４
号
線

↓
至
間
々
田

↑
至
小
金
井

原之内
公園

ゴルフ場

進入禁止

新小山市民病院

夜間休日急患診療所
休日急患歯科診療所

健康医療介護
総合支援センター

駐車場日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥

7 8 9 10 11 12 13
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
14 15 16 17 18 19 20
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
21 22 23 24 25 26 27
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
28 29
④⑥ ①⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134 ※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■夜間休日急患診療所
　☎０２８５－３９－８８８０
　【診療日時・診療科目】
　平　日　19時～22時　内科・小児科
　土曜日　19時～22時　内科・小児科・外科
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　 10時～12時、13時～17時、18時～21時　

内科・小児科・外科
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　※小児科の診察を内科医師が担当することもあります。

■休日急患歯科診療所
　☎０２８５－３９－８８８１
　【診療日時】
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　10時～12時、13時～16時
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

9日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

16日㈫ 旧やすらぎ荘
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
17日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
2月2・9・16日

（いずれも火曜日）
児童母子相談 2月23日㈫

会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
2月1･8･15日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 2月22日㈪
法律相談　2月4日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
2月5・12・19日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　1月26日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

2
月
天平公園 花まつり協力会

花広場 心契会

3
月
天平公園 シルバー人材センター

花広場 小山北ロータリークラブ

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期限　２月29日㈪
国民健康保険税 第８期
介護保険料 第８期
後期高齢者医療保険料 第８期
■納期限　２月29日㈪
国民年金保険料 １月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 27日㈯
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
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o
tsu
ke
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d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

2
February

きらら館は
トレーニング室

※ふれあい館のプール棟は２月まで休館です。
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市政功労者表彰式を開催しました

Shimotsuke-City Topics　まちの話題

新庁舎
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税のお知らせ

人事行政の運営等の状況
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春の火災予防運動

防災訓練

薬師寺跡史跡まつり
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国民年金だより
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自治医科大学附属病院　連携協働コラム

図書館 Library Information

読書人

健康予防・日常生活支援総合事業

保健だより

医療コラム

Let’s SPORTS

しもサタ通信

くらしの情報（イベントカレンダー）

国際交流員マシアスのコラム

今月
の
表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
紅
白
幕　

②
紅
白
幕
の
影　

③
テ
ー
ブ
ル
の
飲
み
物

今月の何の日

２
月
29
日

跳
躍
の
日

２
０
１
６
年
は
う
る
う
年
に
あ
た
り
、
４

年
に
１
回
（
厳
密
に
は
４
０
０
年
に
97
回
）

の
２
月
29
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。

英
語
で
は
、
２
月
29
日
の
こ
と
を
跳
躍
の

日
（Leap D

ay

）
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
は
、

普
段
の
年
は
前
年
の
同
じ
日
よ
り
曜
日
が
１

つ
だ
け
ず
れ
る
の
に
対
し
、
う
る
う
年
の
翌

年
は
曜
日
が
２
つ
ず
れ
る
た
め
で
、
曜
日
を

〝
飛
び
越
え
る
（L

eap

）
日
〞
が
由
来
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の

跳
躍
の
日
に
女
性
か
ら
男
性
へ
プ
ロ
ポ
ー
ズ

す
る
こ
と
が
伝
統
的
に
公
認
さ
れ
て
い
て
、

求
婚
さ
れ
た
男
性
は
そ
れ
を
断
る
こ
と
が
で

き
な
い
（
！
）
と
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

女
性
側
も
男
性
側
も
ド
キ
ド
キ
な
こ
の
習
慣

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
暦
の
上
で
珍
し
い
だ
け
で

な
く
、
昔
か
ら
人
々
に
と
っ
て
「
特
別
な

日
」
で
あ
る
２
月
29
日
で
す
が
、
こ
の
日
が

設
け
ら
れ
て
い
る
理
由
に
は
地
球
の
公
転
周

期
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
１
年
は
３
６
５
日

で
す
が
、
実
際
に
地
球
が
太
陽
に
対
し
て
１

公
転
す
る
の
に
要
す
る
時
間
（
公
転
周
期
）

は
「
３
６
５
日
と
約
６
時
間
」
で
あ
る
た
め
、

こ
の
半
端
な
約
６
時
間
分
を
、
４
年
に
１
回

だ
け
２
月
29
日
を
設
け
て
調
整
し
て
い
る
の

で
す
（
約
６
時
間
×
４
＝
約
24
時
間
）
。

ち
な
み
に
、
う
る
う
年
は
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
年
と
重
な
り
、
今
年
は
ス

ポ
ー
ツ
選
手
達
の
素
晴
ら
し
い
〝
跳
躍
〞
を

見
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
も
今
年
は
〞
飛

躍
〞
の
年
に
し
た
い
で
す
ね
。

下野市は、かんぴょう生産日本一です。最近は 2月 3
日の節分の日に恵方巻きを食べる人が増えています。こ
の恵方巻きにぜひ、下野市産のかんぴょうを入れて食べ
ましょう！
表紙で、かんぴょう入り恵方まきを持っているのは、
とちぎテレビのアイドルキャラクターユニット「まろに
☆えーる」のかんぴょう普及担当であり、当市の特別住
民でもある「瓜田瑠梨」さんです。瓜田瑠梨さんは、か
んぴょうの妖精「かぴょーん」と伴に、かんぴょうのＰ
Ｒのため日々奮闘しています。



■人口と世帯（1月１日現在）
　　人口／60,135人（-11）、男性／29,943人（-1）、女性／30,192人（-10）、世帯数／22,916世帯（+24）

皆
さ
ん
は
他
の
国
の
言
葉
を
勉
強
す

る
と
き
に
何
か
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

私
に
と
っ
て
は
そ
の
言
語
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
（
映
画
、
テ
レ
ビ

番
組
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
）
が
、
外
国
語

を
習
得
し
、
一
定
の
レ
ベ
ル
を
維
持
す

る
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
私
は
中

学
生
の
時
、
英
語
の
力
を
高
め
る
た
め
に
、

英
語
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
で
遊
び
な
が
ら

単
語
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本

語
を
勉
強
し
て
い
る
今
で
は
、
日
本
の

テ
レ
ビ
番
組
が
私
の
日
本
語
の
先
生
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
日
本
の
テ
レ
ビ
番
組
を

見
な
が
ら
感
じ
た
の
は
、
日
本
も
ド
イ

ツ
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
番
組
が
放
送

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
違
い
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
、
特
に
グ
ル
メ
番
組
が
一
番

多
く
放
送
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
で
は
、「
リ

ア
リ
テ
ィ
番
組
（
事
前
の
台
本
が
な
い

困
難
な
状
況
に
出
演
者
が
直
面
す
る
様

子
を
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
ド
ラ
マ

の
よ
う
に
楽
し
め
る
番
組
）」
が
多
く
放

送
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
ド
イ
ツ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
テ

レ
ビ
番
組
を
一
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
番
組
は
視
聴
者
の
悩
み
相
談
を
受
け

る
も
の
で
、「
ド
ー
ミ
ア
ン
（Dom

ian

）」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
司
会
の
ド
ー
ミ
ア
ン
と

い
う
人
は
、
カ
メ
ラ
の
前
に
座
り
、
視
聴

者
と
電
話
で
話
し
、
そ
の
人
の
ト
ラ
ブ

ル
や
悩
み
を
聞
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

相
談
の
内
容
は
多
種
多
様
で
、
視
聴
者

は
匿
名
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

そ
の
番
組
は
相
談
し
て
い
る
人
だ
け
で

は
な
く
、
番
組
を
見
て
い
る
人
に
も
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
相
談
し
て
い
る
人

と
同
じ
問
題
を
持
っ
て
い
る
人
が
ド
ー

ミ
ア
ン
を
観
て
、
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で

い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
知
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
に
と
っ
て
も

大
き
な
助
け
と
な
る
は
ず
で
す
。
司
会

の
ド
ー
ミ
ア
ン
さ
ん
は
１
９
９
５
年
に

番
組
が
始
ま
っ
て
か
ら
と
て
も
多
く
の

人
々
を
助
け
て
き
た
の
で
、
２
０
０
３

年
に
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
か
ら
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国
功
労
勲
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

日
本
に
は
同
じ
よ
う
な
番
組
は
あ
り

ま
す
か
？
良
か
っ
た
ら
下
野
市
国
際
交

流
協
会
のFacebook

で
教
え
て
く
だ
さ

い
。

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
１
回
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
の

お
知
ら
せ

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
交
流
会
と

し
て
第
１
回
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
２
月
が
中
国
の
春

節
と
い
う
こ
と
で
、
中
国
人
の
方
に

作
っ
て
い
た
だ
く
本
場
の
餃
子
、
ま
た
、

当
日
が
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
で
も
あ
る

の
で
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
作
り
コ
ー
ナ
ー

を
ご
用
意
し
ま
す
。
そ
の
他
、
楽
し
い

催
し
物
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

２
月
14
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
４
時

　
（
午
後
０
時
45
分
開
場
）

■
場
所

　

 

き
ら
ら
館　

研
修
室

　
（
下
古
山
１
２
２
０
）

■
定
員　

50
名

■
参
加
費　

無
料

■ 

申
し
込
み
期
間

　

２
月
５
日
㈮
〜
12
日
㈮

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■ 

申
し
込
み
方
法

　

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

市
民
協
働
推
進
課
内

　

☎（
40
）５
５
８
５

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　

ド
イ
ツ
の
テ
レ
ビ
番
組

第
４
回

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日
本
語

教
室
を
開
講
し
て
お
り
、
下
野
市
に
住
ん

で
い
る
外
国
人
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
発
表
会
で
は
、
そ
の
外
国
人
の

方
々
が
日
々
学
ん
で
い
る
日
本
語
を
皆
さ

ん
の
前
で
披
露
し
ま
す
。
発
表
の
内
容
は

日
本
人
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
も
の
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
ス
ピ
ー
チ
発
表
後
に
は
茶
話
会

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
21
日
㈰　

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分（
１
時
30
分
開
場
）

■
場
所

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
緑
３

－

５

－

４
）

■
申
し
込
み

　

不
要
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

市
民
協
働
推
進
課
内

　

☎（
40
）５
５
８
５

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]

 
■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
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課
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■
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／
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■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（40）5550情報広報グループまで
ご連絡ください。
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TAKE FREE

国際交流




